
受入0A/6/9汚»A洛必V 7

チェンソ一作業の振動障害に 

対する作業基準に関する研究

02000-00044294-5

(昭和41年5月)

機械化部 

作業第1研究室 

米田幸武 

辻 隆道 

渡部庄三郎 

石井邦彥



正

1_ __________[
捐援 鬲・我 ー何既・ 、曹翌蜜T翌 /m> 〇メ ス:^ 

以面
匚下几在 快茸・

エ、)' « (い L "いス ふ片ス <皐 s /7 に"

技

权
 

係

径 

由

由 

桐

相

3

ち

力

・
 

ス

ス

ス
 

次

弘

八
 

少
"

W

n

ハ

刀 

/
 
/
 
/

打

%

%

UI

3
 人

h/
り 吉 ス

回ク

7 じ 那

k
 
Le 

り

〇 

争

う
 

Z
 &

吉 广 水

為

キ 

據
演 

」

水

札保K

液

(rt
r

北

由

田
侶
相

リ
リ 去 ス

り 

A
 

K

R

R

k

と 

孫

源

保

な
R
 

^
 1

由

句

有
^
 

in
仙

in
相

X

M

柿 牧

令 终 

/

叫

ォ

混

句 吉

&

吝

ん

”

可
0

図

回
a
 

J
J  

い

点

・

及
為

成 

/
 d

功TT

 7

珅

页 誤

※「、ついて4 ノ負主病・' 服)
• • • •

〇・/, q ・心,z / ,

〇. Z 〇・ス、い、〇、牛,
見る丄つ,スレとり］.

ク・スーパ

切所•虻J 双.

rtl(紗)

X辄W 

定国のー觅表

(〇 &£玄

/入!3. 丫#凯

T丸 

次支

’いD

女B,

H図.

か H

况回

3ス表

8、h

吊、ら

?、H

¥ a 
我回

7.1 0
測

イ刁询痛)M 2ケ)

. M 也
柑理

エ,注う 
旧菽教 F A 聽朝 何曲峙m

(お】
沙 gf 1)

旅m存1切
上下ヨ左勤 

ナ +
苛(1而布

辛 T

X.ゾ <,/C & /Z矗・入 3入 / > b 0./> 閃え

衣奪.棋 微k Ip) I'L

同IR L匕

各回I：果0. z

fo K ~/な 

/ 〇4へ//9

。丫构T奶, X如J 必,

〇 X軸 右端へ下言乙の盅I)毋、・

スbirv。 </cnnr9 ABC Lift

.
す
丰
ー-
2i:-1

- 

时 

求
,s

 
.

び
り 

向 

蹄 

住

伸

冲

卷

卑

焼
 

切 

<
 
3 

e  

の

バ

拜0

130

り 

E\:

、ー
、ー
用
切
・
牛̂

・ガ
吝

スL 

ー

エ

工

1-0

リ̂

オ

却
" 

ョ
4

4

4

mヽ
• 

•
"
 

’
匸
小 

= 

乩

軸

軸

目
4

・3

目

目

目

軸 

行
X

X

/T
行

行

行

丫 

s
 

X 

Y
 

S

•

由 

・
像 

并

・

件

句

陶 

们

・

由

刀 

盼 

・
-
S
*  

L
 

e

と 

逝

・

却

芽

保

と
加 

な 

り.

T11
能•
归

あ
庶 

正 

由•
莉

と

丄

と
 

ヽ
 

\2 

\/ 

■1;
ハ 

や 

と 
I
 
5
 

9

lifeL
 
羌R

姜

差 

切̂
'
 F

りK

ス

う

声

前

罪

幸

偏

胶

福

間
 

リ

刀

・
当
"

刀

刀

：

頹

禅

很

肆

回

・

草
 

F

・w

・

ぐ
• U
•

く

ひ

の
"

S

と<

丰

摞

售 

"

=

=

眾 

女

/•;
え
^

£

少
^.
の
"
 

•
"

丫
丫
・
小
品 

目 

誌

溪
^

え

と

え

え

内 旧 

#

汚 

n
 

(
 

尙

祠

り 

^
)
M

rt 1

W

V

あ 

M

诵

樹
^

^

み 

回

断

曲

財

卬

恂

小
 

焼

切

切

洲

リ

り

刀

行

自

行 

从

え

の

笼

列

務

註
 

日
,

仟
7

日

切

-w
a.
«.
指

瓦

SI 

3

〃

言

H
 •

Z

M

<X.

よ
り 

參 

図
・
り
ミ
、り
、り

、づ
、
y

x.1

^

丸

労
^

人 

才

、
、
、
 

、
 

・
 

ヽ

J?
ノ 

式 3

ビ 

メ 
S/ 

/
 

•
<
?

々
1>
少
-

4>
千

ス

ス

ス

ス
A

AIZ

4

ヨ

珍
-T

r.r

下
匚

匚

井

貝

オ

凍

中

易

オ

オ

却

下

^'
ヰ

下

オ
^

-r

千

史4

方

・

软X

〃 

辭

菠
脯

お

艾

*

?
<
 才

“

り

〃

は

カ
"

打

才

企

北

0
/
9
4

Z
 7
 9/
 7



目 ;x

負

はじめに .........................................    I

I テェンソー・樣用拷冋卩つ、、て ................. 5

1 料术府冋 .......................................... 5

2 実切府间 ....................................... I 〇

3 撮朝嗥蘇府向 ................................... I 4

! 仰宗方法)二つ、、て................................. :… 2 I

! チェン・・ノー "整備)三つ、、て ..................... 3 8

! 平彩イ直向 の差 .........................   3 9

2 挟施上が衣诡下よつ新ゝ、評点会灵ワた雄幸 ............... 3 9

3 整備碳目)巳つ、、ての検討 ......................... 4 6

(丨)全体的)2みた埸・合 ......... •.:................... 4 6

(2) イ固敷判定 ..........................................4 6

(3) 漠日の僕笏判定 .........................    5 I

T? イ乍棠能率)二つ、、て .................................... 5 3

! 平句値间の差 ..................................... 5 3

2 ノヾラ、ンキ量)三つ、、て ............................. 5 8

3 雇牵n整備・評•羔 ....................................... 5 9

V 、ノーテゴ-ング目立)二つ、、て ......................... 6 3

! 刀の諸えにつ、、て ..................................... 7 5



2 R つ諸・元N能•I二つ、、て ...................... 7 7

3 能幸,回報衣セ柩動)二つ、、て ................. 7 9

4 刃の嶺えn振韌 ............................... 8 I

5 そめ梃の因孑X振動 '•........................... 8 2

6 チェンS切れ迷n振動 ........................ 8 8

..VT 去すひ’I二は.えX ...........................................................  9 7

は じ め )こ

二s研宛は.最近林某にお、、て労珍不足を補っため急函こ晉及五ふた小 

型司"瓶玄林恭徴'械痔にテエンソー序よを板韌障希カ、衆近咨お西から冋慫勰 

されはし‘、め,社会同題X七.なってゝ、るのヒ対たして.述危、)二これらつ+燹披、 

五侦用するイF恭負ならぴ・にそのTで溉に娠動障窘)z力、カ、って、、ライF業黄s 

医学的な診師法.泠療宏,俚東宼理甚準お、よひ、仰案営理基準史再!2・する必 

要I二宣られ,人事院およひ・林野•オが料芋侦術方の燈别硏茏促進調整貧て•・実 

旋した「林業杖陝、の族動陣害)二阕する椅別朝宏」のうち林束麟携塔の担当 

L K厂振動障善の作業基準に肉する初T究•」であを

現在振動障号カ溝し くあらわれて、、"はヂエン、ノーであるので、、チェ 

ン'ノーを主体)2•痴T究ま行なったか、、ヂエン、ノーは急峻な山苗姓)二お、、、て, 

/ Zヾの人间カヾ湖带して作棠五行なう雑、;陝であるたの、何よつI /人s人间 

が苛ち運んで・な笏|之作業が、で・きる程度の轻重さ丑要・求、せら火る。一方テエ 

ンンーの行なう伴衆は小は歌次 よ〃穴は激十w豕)二およ、火'木材の鋸載ぐ' 

あるため相当の彼力差曲要Nし、現在3〜ぎ為力I二窪ヂ初浅敝、が秋用され 

て、、る。 , -.

二のような両者の亲イ牛を莉たすため.に・現在のテNンノ ーは木木S钢沏 

住直搔阁係のな、、鄂分五瓶力省必する史二色に•松滅'工学的I二見れば衆高 

度の找術玄駝快して綬宣された校械'であワて,郡械、に柢本的改辰を加えラ 

こNは暑し < 困歸で、あ动。二9ような核、松、の特負から核、械の据働,.臍昔を 

防止ア•呂手段匕,主Nして桟'核'の重量の御|眠かち,極めて简易な¥のを術 

えるカ、、ある、、は金くその靦處、『スけて、、る・のが多ゝ、。こめような校械、 

五夷用日供する壕合)=)よ当戒欧動.騷••首の人体障尊が考慮、せられ勿べ'き« 

あったので、あるカぐ、ごの桟械が、わが同に耆・及してから日なお茂、く障夢者の



の発笑が播で・あったこセ・わカ、、回ようI技、、イ夭用軽除を持つ次米希回)Mお、 

、、てそは匕ノしビこの種の能告W見なカ、ったこNなNめため•僅カ、ド’振勒陣 

套Dアンケー卜訶及カ、/ 回行なわれたた:けで•現在)ハ、たって、、お。

桟腿あ振動)こよ切障參の聿例は、テエン、ノー必タト)ヒZ、、わゆる根勒エ貝 

N称されて、、者ぎく方,技・狭打枝なN・を侦用ザ勿仟業員に比較的早くから 

加ら:kてゝ、たうで・あるが、•医学的に病理あ多、、は泠療法N不明であつ.為 

客侬韌の轮回マその曝藪苛窓府向の限界と明碓でな、、,二めような來f平め 

T住お、、てイF業的なテ法)二よって振勧障窖・纣方止eしくは軽减しょラとし 

てI•それにはむのす歩ら限界があ有こNは卩月白で・あ,).本何充にお、、ては 

現在何等の所明が行なわ;Kて、、な、、テエン、ノーイF業の究態を究明し、医学 

的研宛の基礎資料を健保すうx匕し 1-,分後振勳防止お茉を含めた仔業基 

準璀苴のため艾妾な巷碾的列究を行なラこnド労おた、・

全回な地て•・衍なった笑庭、調査の結采成本報告着本文の通_つであるが、、調 

查址によって、また蝸査过彩個人|Mよって•作業方法•作案崎洵•核楸、の 

整備取极なNTユ大きなべラ、ンキカヾあり、ある程度)よ林業の多種多様の因孑 

Iご影響W燹けると、、ラ持殊性•旧E凍因ヲ"お之恩われおか、’またー、チェンソー 

を6もG I二通合した仰業方该が確,苴±れマ'’、冬人豕様にただ、単にテ鋸玉テ 

エシソー I二状、えたと、、ラ感’克て•作棠カヾ進められて、、るためて、はなゝ、カ、エ史、 

れれ硏

なお、この硏灵丸更に床め、根本的に侬動障害五除玄するため七)或,核射、 

の摭勸か、人体に伝産すう遍程)ニあいてドのよラ|ニ讀’衰し・イ下栗・カ法、作業 

姿・勢ゆよって工5よ刃ユ依劾のイ云橘が亥ってくるカ、ビうカ、ゑ人间の面から 

涯衣Lて佥理的な作業切汰•作業姿勞之氷物勿Nと£に、栈滅=学的な桟 

械»攻艮『閥する研究か歩參であって.非第に困殖ではあるが振勒を宏生し

-2-

なゝ、枝構宀快松のぺ成M目捐・ナへきてあつ< #/•年度"、件ニれらめ硏究を 

ラI続:き行なラ子定-ぐあるー
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! テエンソーイ天用時间Hつ、、て

テェンソーが回有林ド薄入されて/ "為余砰匠なっており、全回的な 

能斧にら、、てはる址立ちまちである.ヨア年友翔圭、,械低用実鎮)2よれは、' 

牙ノ表s MN くて•・ある・
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のはノ/ア日xなって、、勿.钎间初使用府向)二お・、ては長、、。でが3 

府间,短、、のでと貝/畴・间ユユ佬N差があク、仰業董)二お <、てはノ 7 A 

林3 Xんぐカ疽匕 そめ糸約(•ア倍nなって、、る。この二之は一体•イ可を± 

して、、なEので•あうラカ、.我々の観紊する勿ぐ)=1仲亲对彖あ移堀,イト亲 

地う址形•仰案形態および作業方法なN•、か考えられあ・なカ、て气•作萊万 

法の差異はxぎなもので.あろラ.そ;kら力ぐ先つ啊系暗间の円容に樣くあ 

ら;bれて、、る.

丨•拘来脖洵
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ク7 /令・全幹王叼では么ケ/分n為・って、、万・二;kち勒彩旳冋五祷 

及して、、る要衆仰•菜の府间畝•分を見るN ,純イ下茉M行なって、、るよ9 

は単独仰•篥う方広観測め実イ刀幸は高、、よラぐある.即ち/ハ仰菜ぐは 

万グ«%• ユ人爼て・//%,全汗采校ではイ下表夷は今乗化さ火•次 

お・単秋作案で・あるカ、武さな共同イ卞業の 、千て•はやはl),ノ 位ユなっ 

ておク/人仰案に比べ、る工笑仍牽と,氐、、、ごD穴き,な秣因Nしては余 

衿貯间ドお、、M特"/人•作業で、 ははとんビ・窗紫に近、、取埸余浴,伟業 

余裕が組作業あ务ヽ、は共同作業)二なるユ曄间的目多くなり•子～ ノグ 

%必、上と占めて、、カ。また灰れ余裕につ、、て见るNオメ〜と表のご、N 

く,府刻二Nの取ク方ピお、、てZ /人作栄N/人怦案では宥常な差異 

が、ああようだ、・細か、、点ばさておさ、総,イ本的|二見て｛休息•休憩をエ 

って、、る回數、その府向、ある、、は/回当りの時间にお、、てWw人作 

案力、•ノ人作業に比べ•て何多く xって、、る二xは明ら力、で、あつ,吏 

©事专果・疚杞余衿のあめる比幸にお•、、てI /人仰荣て“はフさアあ, z 

人イ竿業で、 ノんよと％ ,共同作案て'' ノ宀ライ〜/グ/点うエなって、、原,

2 実仍峙冋

突イカ府间构におけるテエンン一玄実除にイ夭用して、、る晴间•即ちテ 

エン・:ノーで切断して、、多府间につ、、て兒・岩N /人作瓶て、以ノぎ/分.

U八仲秉では/ アフ分,共同住案では土塚『おける堂材チが、ノラえ分・ 

枝倒アがユ” イ分Xなって、、る。共同作業Q造_材工枝'倒を平功して見 

乃N/7"分Nなってヽ、初〇

必上の相しに疚、 々の手て'集一められた爽料につ、、て見あ工kノ向の資およ 

‘))才で表ク)二''・ くでるあ.表力、ら見てW明らカ、なご、X く同一局内)N 

おげる事案圏’沉间で、卯等冋う差與が•并常"にあ勿二Nが知れる°

— 10 —
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テエンンーの直接・材?•切甜［して、、勿N為われお府间は依倒,五・切 核 

切クあ府间N障管木切』博间上にゆ、げら无务。云カ、 ち兒て形短崎间は 

m か・衆,戾 ヘ テよ分弓なって、、多。し力、し作楽仕組ス)てつ、、て見 

勿人組はー孩に浅、、カ、、•こ五よ, /人専瀨」で、ヲNン、ノー五伙吊プる 

カ、二人玄轡で・伏用するかrよってイ下業府向は異なってくるGであを■ 

二れらの点を考慮して勒捞博间I二対アえヂエン、ノ ー稼イがキ间の比導之 

求あ、戸ケ"分ド携舞(エネ」レギ’一代辨序は考慮はせす’、、実定S比幸 

rよった)して見る史带ある反び大阪局の資料之除、、て/日/時间ラ“ 

分ヘア峙间の乾囲)2・なって、、る,.

但し・ニク埸令ノ人組が、交奔制玄エった埸合で•あヮて.専属の場合 

はユ畤・间～ ヌ時间ダイ分う藐岡となるであろう。帝玄局の全幹耕の貢 

料にち、いては 子時间匚汲んで、、、旁"、、これは全羚耕の依倒.极オム、、・ 

壬、切!J Nに分けられ切べ、きで、林弑の資斜から見て/二れら2.分Iブた埸 

創丈全本依倒め方が骨间は畏くなって、、乃が至切りの方で•はタ・ない. 

こめような考慮が:^间分材結果めNリョエ")のセき|ユなされるべきで 

あって、この黄オキカ、ちは実態か-子將刷で•ああNは新定出耒な、、、現笑 

|Mは/つNケな、、時间で•あろう。

3振韌曝、驀曄间

派勧・彩辎・に対す勿』牙亥"辱の 嫁彩・脂・间会冊るニオノ区ハオーZ図のニ、 

之<で、あク・核・稼イカ零I二お、、て/八作棠ぐはヨ/ア公’二スイ下業で 

は盘N3"で•遊効探鬆M向は/人怦策が多くなってゝ、岩•一方それ 

号対・ず勿余衿崎间につ、、で男るx /人作秦で/グ//,-pス仰秦で 

/ /. /ル之なってお、 リ,ノス、佯秦ではノ八伟業のエ侈!？二って<、あ, 

才3図は卞、イ・ンにおけろ軽音・負荷ク,時刻刻の図であ勿が/人イ"茉で・为 

ホン以上.の曝翻崎ー间かユノ / nなっておつ.我々の調首におけるヲZ 7
-)4 —

% Iニ比して鼓・分・谷、、ナフ・ E'、る•-火な工・は我カ、国エの仰早、切忠の

麓與・か老え.」:•ク・引〃ノ・ス工ーテいこ"、では作楽万法力•オ〇図"ノ 

ご之くテエン/ ー丿ニよる枝’］厶、、 はす <・手エ貝戶よ砂!ふNさ六ぐお 

リ、これカ、•ためI二レイ/一氏現务グ砒終ク・ごれて,'力・い。

ず!図

テエンソー /人組イド衆初叶剑列找极•稼イカ罕

題遂^ 栈诚稼幼奇 ！］实イカ率(ほ戒阳た除く)

皿!T叮余衿年 二三コ隊外

6 7 8 9 10 II 12 13 14 田 (6 17
附 ・刻
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才-2 図

テェンン- I人組イ际初奇刻刻•楼械枷膺

—I 6 一 一 I 7-

才3 図

/人用朝カ鍋の騒首賞莉" (卜、アヒ大径木)(H.J.LOをぐke原図)
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彳4世! スニーテンの弟純な.邙.< テ噸

立木え の 歩行 ！

: 模6多、、术］

テェーンソー侑r 止 I

［ビ功働耕よク大き、、か同(,木上侧S；侬付］一
ノ、

f j

ホ

一;,S ノ,上納のリイ厶:プ、-でうあI

・レ

！デS本『上イ則のむ

’払 ?1/ 7j'<x 6 よ、、

L七十、..つ科たっけ手は手鈕•で・何x力、プる

刃 セ し

芥2£側の核払_

’密・,の印をつ>7・ろ

: 伊伊Iすカ 、 かくな老 :•■-

〇ー-“

.［麦、!-"1

-W -‘ソ‘一 -'-.7
'V

*--------■-

ュ。Zz~

〇、

i M 冥 成・皆 ヂエン、ノー 褊勒

丄
邛 し 付けX 王 切 つー一一….i

丄
iテ・エン ソ一再・止 开' N职 垮

' , .1
終 て る 丸 A :ハ リ 多ー！

一 I 8 —

図で’S月らカ、な二.号<核么、、にはテエンソ一臣伏 用して、、ない・理・ 

在s我‘が倒では•俟払、、か・テエンノーて行なれ以てお久 こsニュはW 

エンう切刃ピ、ノチェ；！Xの太ごによつテエンかあとリ危険て«••あろ•寸 

た•大きオ派動』多くなるこxてあ4ラ・ニク> 吏、スエーランの费告i二

「チェ>•ソーガ校払、、ブるSN斧て・,校払、、すうのX比ヾで 氷5 

の本で、 7“ % Z 〇' c祀ク)本て•・万ナ/の府向で、ブ去か、•刀、 士な本で・は 

チェン、ノー'!二よる好冋め并豹はほんの僅・力、Iニすぎ、な、、力、ら.テエン、ノ 

一玄イ夷って核必、、ずう之さは•単I二斧て・核:払'、ブる自兰よりZ /日)二 

ヲ侈衣くテエン：ノーを供用するとゝゝうこ工だけで、時洞の節約)Nはなら 

な、、」N成、ーヾであじ.なお侯段Fは伐木度杖入物能力ヾ上の者成「斧 

カ、繕あ伏用が'長、、x .テエンソ一玄イぽった•あセで、イ本まあたため血液の 

循璃をよくし.,很はチェンノー 2・伏うのは本当)乙経潸的なx苴だ、げイ史 

うよラ|と勸めて、、0」セ述・、べて、、あ•以七のこNから］校切り、痔に俎 

、、校までもヂエンソーを伏用ザるこXは経渭的)Z&旅動［二对してI,ま 

た作業骨冋的)こ％不利で' あるニュが知れる.特に希力ぐテ錯)2よ勿核払 

、、は体玉混めお劾釆xチェンノー をイ実用した以外s筋闻の運題n顼 な 

ってよぐ劾釆かあ万エ、、 見瓦双上の結諭エして「匿学约な調査は. 

テェンンー Q俠用に、阕凍した直楼・のレイノー氏理彩は立証しかわた“

--一二れまで•森林イ下兼丿2•おけ&テエン:ノーのノ日あたクr傥用暗间 

は短,カ、<,冷、せでユ拝间>ス匕)ユはならなかった. このような観点、カ、 

ら資f表ぐ;r千卷)を見るX二 っのハレー尸に分けられカ・

即 ちイ;V术を核膚间号為・してより.短、、衣切リ瞳间のフ、、ノレーフ。エより碁：、、 

クルーフ"工であ乃.繼、、クレーオで)丈は•木造枝痔頂1が.平ラレてノハ 

分に对し核切リカ、'、奸«分・よリ辰、、ノノレア・•で、 はイズ倒壬、 切晴冋か、ノ,分 

I二為しM核切りが/ 夕子分Nなつ・・て、、君.二れから見て!スエーラ‘ン

— 19 —



"ノ報告Sこ、MくおC切ク斷间の畏、、万fではJ支倒造拼8寺间がクなくなって 

わり•テエンンーう俠用効率2.建、くして、、 るようであを,

齊5 図 核切,王・切府间ユ切珂径ビの阕昧

7)〇 _:-----------------------------------

切断径(您長径孑坊) "祝)

：(破嫌)辻枝養料・よりの推定株)

-2〇 —

nイ卞系方法»2- つ て

テエンソ一仁よる疚木登林乍業は全回絃に見动X作業氽解ユ要衆件蒸 

の段隋では統一的な方法か球だ完成さ:kてち、ちナ・、 作葉貝の手鋁)2•よる 

イド案方法乏そのよ式テエンソーに代、えたN、、う感か-多、、、女た晉通直玖 

が全幹集湫’全木莱執衣ビ、エ国産)2•おへ、v依‘倒•校切・王、切Xそのイ卞乘 

カ、•分業化の方向に厘スで、、るが.' こ:kら,単I羽艾木匱校仃業玄三つの妥 

因号分解しためみで凄・素作案>爼み含せ,伏用が湘e曲・舌に対タる検討 

か、をされて 、、な、、と、、うのが現疚、で、 あ乃.裔能幸のラエン、ノーを侦用す 

彳に当ってはぞ;kな‘)s作萦硏究が女され.よi)よ、、効果・即ちょつ安' 

•全て二よツ仆業重"あか・方法が闹発され3べ、きで、あううし.特)財辰勸 

に対する麥勞•勒佯な之、'が考えられ労ゝ'ざであるがご・松らの向題につ、、 

て)よ余ク万亓茏ぎれて、、な'、。

ニれらの手はじ、めx して林装及ひ'各為のa査課で・蝸查した結果)二よれ 

は'、オよ表sこ・'セ くであ多。この表ゑ見る币!I二各作業か組江てられて、、矛 

衰素作業の系我図オ/図〜オ7図立見殄ユ明らかnな勿であろラ.即ち’ 

同じ' モ三,ツカ、/天忽林の伐採あ&、、は壬' 切り)-お、、で作一茉現塲か滾な 

召xその要素作業の卷［冷・せ:カ、'、図のように蘆.って、、るこXである。この二 

X)よ標尊作業方法の淮江が、なされて、、な、、二N N支たチ錯曄代の慣習がー 

そのままテエンンー僕用『刃つ力％た結果で、ある：う。宏に述'へ'たご、とく 

白忽呆イ千力嘴警して、、みメ、七知知な、、が'、そk以上)之人影な影警の大な 

る七のカ、、あろラ。これら系彘図力、らその上也玄における基準工な勿!T業方 

法え吏素仰兼のお合度ある、、は祭更辞w勘案し-< 求めた七グがオ/表ぐ 

ある。結合盛技爰京仰業の結ぴ’•付きをあらわす敏但で、ニれか高、、程、 

前の要"素作業力、ら次の妾索作業に珍缶之き・■!セの要秉作業の割ク公き、余 

址カ<、タ・なくなるNゝ、う二Nで,作案万忿が妄定レてくれば、く多ネ呈)巳結会
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度は昔くなるめので房君.
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第6図 戌倒仰某系藐図 (商知!次•吠年上)
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第6 获 イ戈本表林仆米における
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スで人 ェ 林 セ三,ツ刀 '、天然芥 モ£..ンケ

--- ---
(熊、 本) (密 本)

要・乘名 縮合度発生率 麥系多 結合度衆史幸;妾奈务

将 歩 行 北 ヨア 持・歩 行 快 ノ" Q 府 步 行

誤
道:昊・取苗 1¢
丸本斤村 ハ ア7
空身歩行 遼ぐ

取
依倒•万向沃屋

疆貝・琅皆 エア イざ 直具取詹

持 歹 行 2 7 *

根瑟切り 3 7 7&
戌 エンブン妨勤 7 / / Q Q エンジ、ン馅動 エチ ノQ少 エンジン始動

夏。段取 之3 3 Z 受D段取

受・切’) 2少 ノ Q Q 受<Z切ク(下) /7 ノ"Q 受 D切リ(下)

灵D位釐皆 北 ノ つ /
夏D切つ(上) «ア /ひリ 受・ P切"(上)

切庁除玄 步イ ュよ 切斤除去 7/ 3 / 切片除夫

隹 麓 替 8 / ヲク 位 瀆 蜀 ノ" S

疽,〇 切ラ 々3 / Q Q 遼'〇 切 り 7 / ノイ© 虐,D ゆ ク

ノゴ刃族さ / 7

倒
天 打 X

退 避 ノ・ q 退 座 ぐノ ノ ノ Q 退 避

ィえ倒確認、 工X 77
遒昊/售 ノ ノ ノQ・ 道臭取瓮

サ エンラ・ン始動 ¢3 ノクq エンシン始勸

ノレ
力、' Vルt7"切<) ヨ3 ョフ ザノレカ、、 切っ イQ 8 V ノレケ’切り

切

') 化粧掛け ョ8 ェ/ 化終掛け

rンシ、ン再止 之" 才? エンジ・ン停止 ヲ4 / Q Q
苞具旅皆 么ナ イナ
空身步行 ヲイ 8-7

核 椅 歩 行

土ンプン始勃

払 即 打 么7 ヲM
飾 切 り ラ7 イさ
疔 步 行 之さ / / Q
碑考物功り /S 3 /

、、 点 切 ク »戸 ナア 核 切・') 女3 / " Q 校 切 ク

a 斤 付 44 ナブ

要索作案配列

天汽杯

(尚加)

•

モ三・ 、ンケ、天愁、・株

(技辞)

スギ天終:林

(秋円)

結今度発史年 ー枣栄為 雄合及套生卑 喜茉急 苗合幾•您生幣

<^•2 

イ么 

/ /

ノ 7
よ7

之々

ョ上 

子7

子7

；4

4/

K

イ女

k
ケQ

/ Q Q

/ Q Q
ぐー

/ Q Q

ノンq

/ / Q 
/少Q

ノノQ

ヨず

/ Q Q
/ Q Q

/ Q Q

折か 行 

ホ”プ场リ

道.臭采苗

エンジン萌勧 

夷す寇取

灵D切"下) 

受D功ク(上)

也 置 蜀"

邕一 功')

M 陛

遒臭瑕皆 

段 取

寸ルカF ')

道一貝琅皆
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灵、ゴ我取 

灵 D功り

位 瀆:皆

合 図

遂 口切ク
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天打也県・形皆

疣伊1確詫 

持 罗 行- 
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発Nは仟鬃針条ネ每ペ必グなて < 勿委宗任秉之ノ" Q/Nした£ので 

Zカ敵4直ク)大刀、はその袈茱作莱の重・妥彦令互あらわして、、多N、、え勿。 

このよラな鼬吏、から表を見勿N負然糸けの差.興),よノ発生平なせが異な 

り、二れと終・今及二め弗わ.令ゝ、カ、ち衣ク> 二一之さ委痒仰节N兒なされ罗要・ 

素汗業の配タ|か-、出米たのて•・あるか、、袤・究"明らカ、なこ・ く富址)zむ 

け务妾乗イ下樂い跟・列が・秆蒂に異なって、、お。

光つ-ニハあたクカ、ら究グ七冬址尽ち、けるテェンノーの;m勸它妾ける晦 

间的な面は把握し雜、、意があろラ,

衆近では全、軒,会木集杖什業ゆよる作案イ上組がタくなりつ、る为カヾ 

二の珍令て、)却貝魁地)2•おげ乃依倒・核払、、二上場でS受杖I二分けられ, 

神-表Nは異万'な麥素作東の勲タ|力、考えられるめて・ある。例え成I、ラクタ 

七よる全羚集れを行なってゝ、多現勿で・は.全幹就の桝がに砂'’小而か、附 

着してボ歹めで,それ五切宓•タ君之テエンソーグ刃カ、〔、たみなあ'力'つ作 

«vイ区下するので、現地でワイヤーの乘株五術、、たフラシを仰つ.これ 

ドよって正切箇哲う砂.•小石丸除云ブるなエs育處、カ、 はらわれて、、た. 

号方までTこ羨證を見移匕/ス」当’ノテエン便却貧で'は全晉、戌倒てZ 7イ 

尸|は、木堂拼て、ノんヲ2月・全矜の寒以枝〕二よ& ,のの宣材で、あん日 

トラ7 7 - \^よる［s)まノ«・ ノグ产1とJ番音! くなつで、、万。ユ")よラ|M 

怦業万法がノ'わってくるN要系作黄久,え,な玲かつ経病切)三七賢くな 

多面にあらわれおなと作系万法の栓討力りに要"之なる.一方.砂・.小石)二 

よそ刀",ス頂は•目立)之お<、て刃我う修・ 正,刃角"修壬|"キ冋か凋'り・そ 

の间:"ノ'ワるラエンンーg柩動直乡くザる原因N而-るで’あううし・凌な

之、、ためたり.スブ化ク 、.,トギャを、、 ためたりア・ラを因)-Lなt) 

本核•自体停z-r歹る玖障スの結ひ"付きI旁スる必、耍々、あみ.

一 32 —

仰菜方；まうーー xしで対彖杯分・の问照か労えわれる・チェン、/一はエ 

>シ、ンの出z7 x伏用するノヾ、-g辰とn衬承林分工に岡係iが将たれる貝ー 

方痣;帥の面カ、ち見るエ長、、バ、ー之侦用ザ㊄ほ之〕二柢勒は六,さくなる(こ 

少阕你以後皿ブる’)ことか明ら"で,ならカ、つ重登/嶠かするなめ、'.摭 

勃に対して不利な更、があらわれてくるのて•・ある.我マの彌南:L 7と所で•底 

切綁為効ノ、''—狭と对彖林分昭商直径エの戾佛は3T/小図のご、エくで'あり. 

また有効バ・ー长とチェンソー総・重耋との実態、はオ/z図5こ“ユくである。

牙!。 0

对魏林分平与啊高直俗と切新原効ノヾ一長 s 阕你

-33-



I！図 切切商効パー兵二テエンーノー哽箜

切豺茄｝効ノぐー長(ぐ々)

ー微的|2供吊すラテ・エレンーパ・一長カ、"聿荣地つ刘の林分に辺して辰す 

き・、彤慮：乏爰ける。例えば林分平均的商直俗ペ/ぐ夜|ころ"て伏って、、る 

パ、ー暴度イアぐ夜,支た/チぐカf |之対Lて辰さ/- Zビ水なZ、成汁蒂！-^F 
谁芋的であスう。 ^

一定の,、•一氏で切劑、 たNきの切甜直径|Z刃ブ勿仰案•能片"つ、て見 

乃N才//白のこ"之くで夜劾艮パーのケリルの経級ケー袴絕羊バよ、、之 

、、える"こSRT秘)こつ、.、て)』多くの成果力、 あ&力<何れ之园じ、結米ユなっ

—5 4 —

琴.1 2 Izli -ぞ"卷合のい洌急づた淳
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二の8 “ ％ |二対して荊冈(才/q図)|二阁你を入れて最るX笑・綵之なお。 

能卒Gあ)、％対・象林分Nの孑勺"寻径より細、、此を切って、、勿いか现疚 

て'あるニNが明ら力、工なつ.た.可1ち ’［径:|ご对してノ、・、ーが長くな

っておク•を・おかつ商真カのアエンノーを償用して、、るここは技、楸】和‘ド 

上"ノヾランスカ、恶く,為、お、〃、つ宣箜"更、、岌,［戈’倒底"uお、ゝ、てナ・エンン 

ー乏持・って退避寸方のE隅ー材、 ぐあハ 主ケノ •は切府・におゝ、ては韻1か、、、 

勅・が出未プノ、ー互"よれたノ 夹左ノノ彳布动・ハニ［••初ぜZして誰辛はあ 

がらす".身の定性):ゴらさ花万/ "ス腿",欧時源因を任って、、勿
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ような寸sであ切•椒切の人体|ニ澎辱-チ/回孑Nして」衣勤の辰、心・伝、効 

久・Z切孜・の重童ぐあるN、、われて、、あ克、,か族刃空童か、ハー及ぴテェ> 

の近!刀、、 g のをイ夭用マなこN ノニよってグしでイ軽减UれぎN为えられる. 

(オ〃図参照、)

• »
-

窣13回

•テエソンー訟、重筮之诲韌セめ阁係
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亥夫へ伏用して、、るテエン・・ノーぐは同L・多7ベー［『•ぐで‘卷N吏で、 

約と岡/差かあお二Xが知れ勿..回から兄で,言、、方Sチー,ンソーで 

/女岡,隆、、方で、豹ア愣と借の差疔あク•同L'、ノぐ岡のテエンン 

一 ・て"i有効バー長でタク顷N匕二次 N ,そSたか、ユ"5 I,あ/. 

このニエは为彖林分に旅じ'たテエンソ」の迭定•特"•にノぐー長の些走かを 
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T テェンZ ーク> 隐伽ノー〜い<

テェン、ノー。吠吊[ー人、、でほほN A N・カ辎人伕宀」,- < .'".伯人j 

乡あ任にづって:r丸"k扁登偷・白立・てカ幻刀ッ小ぐ 、・ヶ・叫る"・Z：・い、 

て丿よテエン.'/ーの取圾亥线て室備!会項目玄次めて、、る.ぐメ)回谿|よ.

ィ苟 日

! 鋸くブ“•湖日よう外到のオれ

2 ネジ"緩ム粉犬

3 配綵い、、たみ

4 部舀s、、たみ

5 エアクリーナs顶ラれ・・、、たみ

6 スパー 7 .フ。ラブハ汚X

7 ギ‘ヤオイノレ・/、り-スつ童・ララれ

?• チェンオイノレの切き

9 刀ンヾナーゝ、たみ,イカき

心プレードのララれ.、、たみ

I[ テェー ンー汚水,、、たみ

ル テェーンの目れ ^ ,

<7.の 日

'3 シリンダフィン叨;、歹オこいたみ

"；冷去卩ファンユ汚眼•、、たみ

, アアノハ'ブジンク物門れ.、、たん、 ^

K スターターク)'、たん仞き

；V つラッテ"イ力き

^ スンDク 、ントホ・イールの、、たみ

—3 8 —

19 スノヾーつア・ラ/あ间障

20 フ"レーカーホ、イントあ间隙

セ以上.•ノQ項目で•あおが’,我、 々七この漠固)2つ、、て整備汰汉カ3S程" 

慶Iニなされて、、る炉、ぐ段階に分けて評価したのて・ある.そQ気.采はオ 

7表に禾ブ通りえなった。

念評点j三つ、、ては評岌した着のた観)己よる差異・技旣上下による差與 

なビ、が、考えられる勿で・.これらにつ、、ては続計々理を行なった»ぐあ宕.

先つ・調査踵の主観にょ8差異)二つ、、て易ると統討上ば差昊が"明らかと 

なり、これらs差異を修正した涉釆によク・イ下菜員の伏能上下の间五検・ 

討した。

, 平坊値.冋の麓

署内I二おける校能上工疚熊下の作家者に区別して弄点、された散値を 

オナ表に対あして红ず。両者の彳尋煮の平的=N = aダs,えの単位 

I二戻、して 差=“ノタ しかない、この値ぐは検定するまで亳なく,両 

者の平场値.回Iこ)切卷差カ、、兜られな、、た、ろフがー淀、検定してみラと. 

尸くダラリて・、冋題にならない、携能看匕N技能者・下の伟業者の評点平 

均值间(-は差,を誕、められない。

2.我能上か快涎下よ"訪、、评吏、を聚げた確率

託点平珍で、は差が・なくてI .我花上の仰票者・ば找睦下の作業者より 

沃まって高位I二や、の位置つ、けがあるへ'きた2すあ 尚あ、した図はオ

/N図ぐあつ、壮能上か我能丁の上側にある埸合は……十,枝能上が、 

技能下の下側|之あ&埸会は……ー ・闭岌にあ心場合は……qエあく, 

この言•「を教えてふるnた(5)=歹,次㊀=3.え〇 =次で計隽す 

な凌で•となく、両者q比辛)よ丁吱ルで、・我能・上の者・は找能下の者の 
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穹8表 挟能丄エ我能下刀怦楽者の乍枝我

街点、！0(无ー〜)ただt ノ疚=3

我 能 M 個是,
测 定 肴 :----------- :-----------厂--------- --------偏荏牛一万双

I .L X |_______ F X 2 f x= x>~ x2： = x__ n

/ 2 3 -/ 久 3.勇

ほ, ーア —J _ : —£33

子 イ _ « 一 3 ' -/ —/ 3 3

7 ゲ _ 7 —V 少 —d 3 3

ノ 〇 ノ/ -ヲ —二 -7 -733

ノ"？ / 3 / 3 / 3 ノ —^.3 3

/n ノ・孑 / J- 2/7

ノ 7 " ユ 3 —/ —/. 3 3

よ" 員/ / S -汶 —q. 3 3

-2 Z 星 3 ーエ す 之・ノ 7

い エア 子 / 々 m・ ノ 7

ョQ 3 / 久 ーゴ —よ,3 S

ほ2 3 3 /. / 7

ヨぐ m / 一 M. 3 3

3 y ヨす ぐ 3 • / 17

mア ハ 七 才 一 « ー夂•3 3

々/ /a ノよ ア 令・■ 7

孕よ " / /危 ア 于 名/7

針 w 7 々Z N ノ号ブ"Q匕

i 响’ 危・：/ -<盘け 乏=クS3 s' =/£戒

S z = / S ンん=J / K・ザ沙//け="ア 丁。
Zo =シ各乏=cヨヌ/dア・.=〇ヨgア ]</.
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算|4図

挟筮上の作案者セ談能下の作業者ゆ評之平分の対院、

5.0r

3.0

2.0
I 3 5 7 10 12 14 17 20 25 23 30 32 .35"37 39 41 43

技泥上 

探花下

40

2 4 6 8 II 13 15 18 21 26 29 3133 36 38 404244

十_ー〇ー〇十ーー十十一十—十一・十十

高位しに常ビ位置するエ、、ラニュはな、、,伏能上.下の者におゝ、て整備 

Iエ阕してはその差はを、、X、、える。

事業部?inち、ゝ、て判定して < 松た扳熊上・下"者はぎぐの因子を綜合 

した藉衆の判定ぐあ,)、現在・の皆で、は歡学的な評価が"取末な'、。しか 

し経験年救Cこ米は我能との闻你はあるが'単に経験牛教う衣、、看が挾 

能上の者であるNは新•走出未な、、ので、 ある)玲よぴ・每令直灰与であら 

わゴれあDで,M松らのZ SN個人の評点Xの飼赤につ、、て見るエ才 

/ぐ図,才/ ん図のご、N くであ多。
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斧15何

号令之沂点、x ク’閃イ來

40 -

3.0

20

10 20 30 40 50 60
写 令

経験年教う塔加ユ匕当に耋備評点、は修下ブ君傾向)ニあ勿。このイ医下 

に舛攻る一つめ推測は、テエンソーの伏用当初は核:械、『対してs知敬、 

Zク、をく.遂齊互非弟におそメて整個をななって、、るが,桟・械、の知潦、 

かつ、えてく % N整俯する貯间W />・し<仰業に眼リ向け生産盪つ増加や 

討あ。方白、経骤牛教七乡くなってみX旅障の!)爹理g简単I二出耒る得農 

|之なって未て我械、 は単|ニ動、、て、、れば浪く./障うつ、、でに•整備デる 

程度・で.ゝ、よ '、ま豎備の矛承之わ多 < 而' るいて、 はな、、かと旁丸らなる.

年令いゝ、てI経、験•年歌と同しく增してくカ/整億評・/惑<为、を 

この任下)二対ータ勿貝qだしては桟戒秋吊の研修・敵背において•核、枚用 

語・ぐ理编|こ对する知識および之の咳昧すみ能力の您下カ、夸令N岡侪:し 

てい勿二之)巳よる之sで•あう>。
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3.整備頊目につ、、ての検討

〔I) 金怀・的|こみた埸会

る項目6訐点、は全段的］二見やN正说分布寸ものX方えら灯石カ、'.

はたしてビ"ようドなって、、多かI二つ、、て刀ラ。冬琅目I二つ、、てX/, 

<5ななは平坊ー刀=3 Nしたンきの戸〇 の値な図示すれば、才/7 

図Nなる.特にず』打・点・れた傾向が千心綵付近I二入体女Xまって 

おって、チラバ、!7の範囲が秋、、・ただし項目ノ,(ホ。イントの间隙) 

め一点だけか宵復あで、、万护、この«項目は図下ド測定した伊］ 

故を記してある様にわす"力、ワ例だけしか評点して、、な力、ったため' = 

デーア歌い少な、、カタヨハニよって起ったIのて•あをすなわち, 

デーア欤が・ 個を耘’えて、、方二Nなよ〇"各嗅目|N対する評定は技 

術者Nしては六体同じ見カ会して、、ぎN旁えちれ勿"

戸｛ I Fo | ［ く q〃 ,或は戸｛ I Fo I ｝ くつ」/にあるのは嗔目 

ノ"グ.(チェンオイルの仞き)セ方/ 7(フランチの切さ)の2 

項目で•あ勿,この項目は碾力、に何處て/整備京、検が'行き届、、て、、を 

と、•'え勿,

(2)但歌利定

= J5 I二おける X > ル の個數 X < ノ儿の個歆・X = —

のM教を教え上ヴ、',(えー一 )>〇・埸合,ガい碓琴でx>ノn 

ピあうN、、ラ二 Nが" いえ乃カ、,同様に(无ー顶)く 〇の埸合尻 

の確年下でX く" |よあるカ、N、、ウニNがーヽ、 えるか。

オア去は整備嗔目こ“之にx M ル Sイ国教玄敏えたNsで、 ある. 

そして、まづ' 乂 = ノ"のイ固彖が恣豎備項目の終散に対してぐ/あ 

必下にあるビのIごつ、、て 乂>ノ,N X く ノ％ にある確年五二項 

碓年・氏によって判定すお。

—4 6——
測定例數ー—4-1 44 44,」4 42 39 I4 43 27 44 42 30 44 44 44 43 32 40 38 9

工(
平
均
繊)
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X = 亠 S個公カ、:各翌琦項目へ矣教に对して次下にあるZめを 

Nったニュは,乂= 3号辫点、されたとの力ヾ・すてゝ|=大半必上にあるのだ、 

力、ら.この嗔目は3> (普・通)|N弄点、され豚らであるエ所秋て•、き乃。

X =3の個徵カ、字”3必上ある顼目は"切:7 ...... 千、ヤオイル•7"')

-スク'量・テラれ./Z /ア.... スノぐーフ’フ°ラア物间隊•方»….

ア・’レーカホ,イントの间豚である.

残、クめ整備瓊目)2•おけ务え確學ば表に記してある鱼り、表の下痢に 

整理再將してあるが、.

整術項目

刀グよネジsケるみ,粉天

Q 3 血・綵の、、たみ

匕事 テェンオイノレう仞き

«冷却ファンののラれ•、、たみ

S・ /ぐファンハラジン7るいたみ

刀’w /イ始動袤茨sいたみ•イカき

七/7 フラッチの仍き

刀E"は確力、に整備/、検カ・定レて、、なと、、えよラ。

整備項目の僕勿・判定

° 裁、つカ、の沢彦)Zよって走めた整備項目の順征・

整備嗔目)ユついて詳j気力<4えられたので・そ杠ぞ、れ彼膜位利定.に裁つ 

力、の穴度が考えられる.これちゑ表にア・るN才ノ,表で、あおが、この忘順 

ィ泛が」豕すaビの刀、と、うカ、之み。宀い一玄係教.によって真の灌位 

の相阕戾五調ヾる.
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却10表
茨つ〃のスゑによって定めた空備項目S噸・イH

傾 イ21
.
1_

Nの大 さ土噸 -5
!大士き唳

Foめ

«ごさ暗

個敵利正 

でい順但

‘年位匿

の噸夜

—
如 

京K位は傍:
X 唆目Nq

1 «少 分 -? Q 8- が ョ-Z

2 ョ・庁 ノア ,々 / 7 / 7 ノ 7
I 3

3./ /ぐ / / * ノイ ノす イq

4 ョ孑 3 3- _? 3 3 ノノ

5 ヨぐ ノ イ / 3 / Z ノイ ハ イ在

6 * / N /々 /夕 7 子/

7 っと 7 B / メ ノ / n

8 A ユ 7 夕 /N スア

9 / 3 /名 7 / 3 / 3 ・ぎ

! 〇 m.a 名 / N

1 1 ョ・3 二 q ノ ” 曷っ 冒Q 3 Q
1 2 ョ・2 ノ Q 7 ノ Q 7 / / ヲ7
1 3 ヲ・/ 7 /才 /才 / Q 7 セH

1 4 之・/ /を >/■ 7 • ノヂ /ダ イ/

i 5 / ノ Z / ぐ / ケ

1 6 ヲ.少 $ /女 孑 / / Q
1 7 ノ・ 3 / 7 / 7 ノエ /ア / / イ/

1 8 ノ・チ / / // / 7 / / ノア イQ

19 ノ 8- /ユ / / / / / 2 / 2

20 工7 イ d イ
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一政係ー茨W ～ ノM S__
次ユ(フI,一 tL )

S =こ｛丁广 ヵ?」えす/)

次=毙=仁 I ,=ユ^・ 丨2 =齐・■•-

W =
71 =順位歌=心ン.

=".7ラア

D笏正

W = _ ノズ .( s — / ) 

次2( 713 -え)十つ

ノ湿(け u Q </ )

<2*2 ( _2Q ヨ一 -29)十 ユ =Q. 7 ヴ 7

戸。 =

/ー诚
二 X N ア ア 7

/ 一 7 ア 7 =Z孑ぐユ

妃イはヂ/ =〔父一/)- 一切ー=/あぐ

A = なー/) 3 — /- ) •=チU ぐ

下"

/. 卩んク,。/

幺つ"ス度の順位I丈相当裔い相朗)ユあク・有意義、 で'あ乏

(3)項目の傷劣荆定

個衣判定によって整備嗔目y ■. y ノ7. "/K 〃 3 yv 

刀歹/« 七ユ式で、ば碓カ、|之諱か評定しても妥定した状態にあなの 

x,え会大きさつ幀に並べ、て•3分ク> /法探零wエるエ,(N十//=フ

^ -5 1 —

ー ーー



づろ'わら峻位ア肴目匚当るこ 次、、ここマで・"頊目を後に層ヲIする・ 

立大平坊以下(順位/子〜ユつ番丿玉切二層列夕る.残、ったさ～/« 

番までs Iの会平位尽唇列す勿N才/Z表のご之くて、 ある、.

11M 整備項目の僕務

層・別

-------------------------------------------------- ----------- (

整 诵 項 目

僕

i' . ^
8 テエンオイルあイ刀兰

17 つラッテー切さ

15 ファンハウジン/5方れ,いたふ

3 此なの、、たみ

16 スターターのいたふ’ララれ・

14 冷坏ファンの汚れ.、、たみ ,

12/ キジ物哉み•.粉天

劣

！ 鍋くす:湖による外部つプラれ

5 エアクリーナの污必’,、、たふ

19 人ペーフプラ7'•の间隙 .

11 テェンつ汙杈,'、たみ

12 テエンの目立・

6 スノぐーアフ0ラ ル汚炊

中

!

力、、ノ、‘、ナー S、、をム•仞き ^

13 シ ')ンぎフィンのララ松,、、たみ

4 邹あのゝ、なみ

20 才•レーカーポイントカ间隙

10 ア、、レードの方れ・ヽ・、之ふ

7 ギ 、ヤ・オイル,ク'•リースの蠻•方れ・

1 8 フ、フFク 、ントホイーノレS、、たみ
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整筒G建・、、項目ではスパーフ・ラブWンーテエン阙亦て、あるNゝ、え 

石・特Iこン-テェンの阕係が惠ヽ、こ之は能牢•振動『彩智ダ另析か” 

大さし、・
I

即ち・ノーテエン">は直忌・狀を切都して行く所でyあり,二の 

目江の如何Iニよっては切れお刃•切れな、、刃なビあ翎合せが出末・

振勒は六ミ<なもユ干想、されお・

IVイト亲能宰に刀いて

デェン、ノーの快械、整爾およひ’・目セ找術が作菜館滓に形響ずあニエは步 

亢られるこNでラり、二め他|三,仰案員の族能の德君と相当)二彩誓する 

•で、あうラ.分回の調査ドおいては桟滅整備で、 ド衣能上・下の差はなカ、った 

こNは前述'の通.クであ有舟・イト菜能率に刀いて晃る工切、うぐあろうかえ 

つ'検・討W加えら

これI二は現地におゝ、く壬、 切さ丸だ府の府冋能萃につ、、てイ下案莫個人莎 

S扳能玄上、 下に区分し・個人与の挟能上、下フルーア"Q蒙牢差玄みよ

うNす希gうである.

I 平切イ直冋う差,

i )我能别ア、ルーオ|二概Nめた平方和.破衿の表

辞12表 我能刻 ハレーフ。こ'・の乎カ村,穗和の炭(個人単位)

技筋利 N s X S Y S X’ S Xゝ

〃7イノ /"

ス
>

上 

下

二’2

/ 7
R3. "N/7 
ノ 3. 77^^

//ラえ0 

ル・a浪。 玄兆・ノ7ひぐア)

餐 ・

牧能别!

竺/
一 U守. "庁//5

Y

4. ///-<L5SX~-r^. xT&amsssrrer-
X

"ユ^
；= z^zs-rx-r-.^ g.vu

V s直敵

力•心7ケ”-
ヌ刀直題

上

下 ダ沁ヨ必ノ グ"湯7ラ

z ぐqq 77^
/子/齐k

ヲタイ 

豆・イ

三Z 7。

八"

金 44ゝ ” /女号タ4/ Q・令一/7北 /. 2 7‘ノ在 ョ・有
!3^/7

丫 = 10夕/当り切场琦间(秒) X=W叼の切洲任(<な)
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W切辺斷径N /s・ 驾’)切娜崗・问つ相肉図|段オノナ図ク>通.クであ

勿“

夢18図 切たr痊之io<亦当ラ切新疗冋

ii)技能洌/ルー 7‘ごとめ回帰眾隹定の訳症

铲13魏 技能!別ア・ルーア。ご、之の椎走つ袞差(個人堂位)

状韓洲

1.

千 カ 和友 ケ•硕衣 む:'T •:" Z・ヽ

Sだ s _21_ -S ?7 一 T

上

II
2を・

qmユけ/7

〃ヨ•もうQg

S.3次/7£

—*2 / 7 ノユ Q

—”.2 事^ Q" 一 二."ヽ フ

［的1
糾㈣平匀 /. //♦ 82/ “ 7貝・」79 -a心ア7M 一 Q 女/ Q 7

全 体 /. //・プ>メ q•えぐ丹狼 —逮事・ー 〇" —V ぐノ/ /

饮能洌
回帰你敵 推定の 談差 切歯径"絶固

b S紛・十 & •で X忽M Xあケ

上

T
—m 7 / 7 7 ア

—〇・必うつ

0. J?乙? イナぐ

“.わ/ 7ノ7

S.• /ぐノユア

C Q/刀メ％^

ノユ・7

/QM
女・.Q

イ・•ん

を

糾内平切 —" 。///37 Q・ぐ38237 Q.Q/3/Z3

全 体 -W 事〃 よ* ル &3>2 37 少.ノ/ヨア・・ /Z 7 イ・•イ

iii)修正ご丸た我能冋の平彩偵の差の有耄住檢建,

切歯T径の入ミミx/” c配当リ切所府间住ぼ・対亥表訊玄すると

7 =久十歩スなる直綵阕係にあるこ近が-近似的にフラフカ、ら読みエ 

れるのて”、切卸・径xを闰一水準に刃直して修正された/夕"为I)切 

珂府间Y ドつ、、て技能別7>レープ’ご之に平坊値ゑ比軼し・てふる

修正項!目 (C戸)

Xに対して (/ / 3 / 4 3i丿 /«/ ラさ/ Q/3UQ

丫に君して (ユニ,2 / / H / / <^2, / m ユ イ aQ
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XYin封して (ブW/ Z //ム)/久/ 3 3.•女すノ女/

故句の平方和・預衣

切殉径(X) フ)十’恣22と父•一 c下 =。•"〇つノレ3
uユ X 7

10 E 当’ノ ー(ノリラ アナY)ーー (/グノヨン“ )2_‘芹=“二—子 3
切断府间(丫’ 2 ノ z 7

禎(X Y) 8んア)(々7扣)十(フグファ么グ)(ノQユヌヨリ)_c-

ノス / 7

=ー〃・ーーーろ 7 /

第14 我 修正找薛剔平场値冋の有楚、性の検定.(個人単位)

(丫の回帰|三よク修正さ丸た灰韌)

戸〇 = う吃七ノ/エ =Q, を•ヂ•/ N 3Z

！庆勧目
1

1

平方和およい•禎和

Sヱユ S戸 S有 自由庚 平万和 平玲平方
r~----- ----------

全钵

枚能別

/. / / / 7 * •を"3-2

忍3女3

一でク乙ア7

-くつQイケ7/

え一一"ア う子ヲぬヨア

彳”/玄//g媛差 /. / DR / マえ2"アア -^纣ラえビ えー老ー/=歹 グ幻び 23フ

修正平矽イ直の有尊性の検建のため 老ー/ = /

共通,の切评径玄基礎Nプるよラに修正して找能冽ブルーア-向の/" 

切I当つ切新崎・间つ乎切傾间にはAo == 0で差か'夺い.

-5 6 —

IV)我能别グノレーア。つ分散のー株隹s検定

第15羨

拔能列 S務・ W N 白田度

(N-2)

&. 玄:

‘ん N-2)

分 飮

Sオメ ノがオ土
く N - _？>

勾ら-え

上

下

4？ハg

44/7フ7

ゴユ

/7

謎っ

ノ フ

QQ 如やQQ

4“村な3

Q.Q/E”

C Q/ル Q

-/けQgg义,

-冏3タし£

つZヶノ3テ。

-AQア小

計

技=ノ

心&

=尹

N/ 37

=チ

Qノq 汾23 

=

―的：ノ

=Z77匆铲

S2 =ア/チ=々§3=^72/37 =

5土 ,/ =(互ノ4之子5* ) ( 3フ)=(一 /S玄/e。7 )(ヌ[) = —S/3石ヨア

之ユ=-2.m [ -^7 ^2' ～ こ・I S 孑ーズ・')=巳ラ

=N ヲー員ズ〔(一 Q/づなラア)一 (一 Q ノイq<3_2 )〕

=つ.〃 $3 Z 3 "

補、 正項

c = /十 旬W刁〔和ず? 一 去〕=/十JV/〔す/”尻以・-るねねえ

=//ユア•2«广
柄、正された ユ子=乡2 = ノ."ぐヨレヨ之//丁ユ7丄よぐーsqぐスユ

ここて“イ・=/ マア"く戸く つ. 7當

痰能矛17リレー アS间に成分・散の一杯佳が潔'められた。よって回帰 

係・敵间の有意住の検定を行なう。
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V )回沛係歌冋の原意住の検を

分16 表 日沛係・敖间ク,.為念性•;原正一

以・チ・=/ニタア

・ 同 后! 勾け毎
推 S, q 技差

補 方久 利/ 顷
千 方和 千方和

妇N したが、向

殡・差亥勒

石、秘の顋内残

建亥勧刀和

々ー场=3 a

カーノ後 =37

彳 z-_? Q 3 7

でケ"2睥 く・/と fKQ、?

飯走顼*バ兮・X

£(5分• X,)

孩冋ユ回用S差 凌一/ = / で”q /

戸〇 ="・ル/"イ/^//<2Q_?=グ /3 S

回帰係數间の為慧住刀検定を行なったと二ろ戸〇 = C jぐ(以•3 

/ Xラア)で回帰係我向上は差が•舞められな、、。

VI)获能の遵ゝ、によるイ疹正平乡/Qこk当,)切釘晴冋の値

状筮の上下つ・・ノレーア新作奈員间の修正乎乡/"を尸当ク切釘府・间 

イ直およ”回帰係歌间には差が詫められな、、ので,切擲径平切3ノ必( 

|二あける紐內平均S回帰式で・つ値ヲWゲザカヾ平驾/つケぐ当り切飾 

府间である.

2 ノヾ、・ラ、ンキ璽|二つ、、て

挟卷上・下洌の カレーオ间には是が・なカ、ったが：冬ブ)レー ア5彳导た 

黄料のノヾ、 ラッキ璽はビうで、あるカ、五見る.

技筮階觎 分 散 自由废

上 グー/二女ろぐ ユっ

下 d-2/アqア ノ 7

信族及五アぐ％ (义=“つ子)けNったNすれは" 丁エエ

-5 8 —

戸財
Q.Q 方)
二 ノ =丄・ま只

戸。(N：芒)=ユ。

戸s伟根田冋は

^7^)(S ■( グ22 / 7©7 
でタ/-2,ダぐ

しカ、して {いす/居ん〜Zア〇ノチG }

ニれら両者の標衅偏差の比e信颗区间を未、める J

{ \/c _2ぎ/々Z・イ ～ ノノオ子オユぎす.

すなわち

{ /,与つ/- ～ / 3/3I匚}

よって一能下ののレーアS仲菜員の標哗偷差は核能匕の7ルー "S 

作業員)Z比べ、て/"3•”ア％ ～ • / 3んう％の冋Iごあ勿。

こーこXは技能上のっつレーフS作業・員は枝能下めバノレーアS作業員 

N ノつ ・当<)平埸切啣時冋は同じ、で、あって七.ノヾランキの璽成大き 

いハ、える.すなわち個人别］”舅た疚能上ゝfsク・、ノレーフ°につ、、では、 

去、しろ我能下ハク'ルーフ・が’妥走したイ下衆をして、、るXゝ、えるよラた。

以上のことば経験嘗救か:多くなるN整備評点は慝、くなアこN Xあわ 

せ考丸召Nテェンソ一作藁)Nあいてばやはクヂエンソーの技、秋的な影・ 

讐・カ、、征卑には六さ < びぴ、いていラユ、、えよラ。

3.能・斧N整備評更

找筋:洌にみた整備奔去、につ、、てい ぱなノQ 冰'当’切珂時同Lは 

狀絕差が'明ら力、エならなカ、った。そこで' 目近枝術を加えて見务・

目立伏術の傷・劣X能牢之S飼餘につゝ、ては、新し、、テエンを伏った 

埸合の能弃エ帯用のテエン互イ夷った场合の能著の比苦求、め、そふ比の

-5 9 —



大小匸よって目立衣猬勿建を死るこ之が’出芳、ラユ考えた。さらド若め 

られだ比エ横枫整侮［評吏、Nの知更五見玄ブこ之)二よって•核械の至爾 

次慈が簸幸に右、よぽす彩讐が球で冬る.

切撕拝间は切啣径・にだじて;麦化すめこえは前"吏ハ通9で、•切新移(X) 

N /" 次’当つ切两8寺冋(丫)の回帰式

a = / /よZ夂_ Q・々/ Zイ 0夕 X 力、ち切滋F径之 ルE 

N厶たとさのノつ 〇^当ク修正切都崎・向の恣岌を未高た.そしてそ火 

らを整爾評歩、玄ク"ノレーフ°ド分け,そのダルーア”こNに料しヽ、アエンえ 

常用テエンを仗ったセきのノつ ・当ク修正切あ薩间の比会未、めたの 

がオノ ア表て・ある。

芽 17 宏 ••.ヽ .., .....

整備評点N能率(テエン・の競・赏の比から見た)

—6 〇 —

スノぐイクイデ用 整備野点
当ク修旺切畝畔间 比 1

：の有翁、剔 ア,ノレープ

一 ^

新し、、 テX ノ 常用ヂエン<-B) %

N Z ～ 二・ヲ
秒

’ヨ・〃 7
秒・

3. • ノ
ゝ

/・ メv
:

為・ m.Q —巨ヨ 3.女3 ョn/ /・脆

I
1 • 3."〜ヌア *, 3 " 3. 2 3 歹よ /

「

三・—～ヲ,ヨ ノ・さ" -2.庁 Q

・魚
.ヲグ～ヲ・Z ラ3夕 _m. 2 G グアぐ

i•

! ___

' .・・・

之・ぐ～ 夕・“ 三ヨナ 〃・D 1
一—. 1

二め表刀、ら新し、、テエン泾イぽった曄よッ帯用のテエリな供ったH如) 

方が•整備評点の篱いほどその比か刀、さ、、。すなわち彼'披い整備状建か、 

よければ切新府间の能率か、よ < なっているニ之玄示レて、、切。新い、 

テェン去伏った曄よI).希用のテェン五伏った方の能葬カ、よくなって 

い若二工は、整術疚死が鼠、、のば勿渝で、あうラカ、'、目立の疚態、がビう 

であろうu

この一つ。変料二して整備評疫のザ・ルーア。分けさ水たな仰榮浚斤っ 

、、てそノ Iそ・れソーテェンのテ、'ッア’ス量,グの畏さ•側ア頌徐斗角につ、、 

•てまユめて崑乃とオ/ケ表のこ・之くである.

導18表

「整爾評吏エ能幸_I N切Rの択沉(スパイク两の場令)

•・ 切/7が、4前って、、オ例

整備評点

グつレーー7” %
側 刃
すく、、角

Rの畏さ テ・ツア。ス谴

.. - .

イ則 刃
校錦角

2Z ～ ノ・7 /. Q /

平均値

榇準偷楚

3/7

7 7 7

M次

7 7丄

N " 〇

AT»t
ノ.ヨ"

/ K N

庚

7 ^.7

4.ア3

ョ・/ ～ 3.3

平坊値

’探準碗差

ゴダぐ

7ラ7

ケユア

ョ・イ/

/. ° V

"ほ7

"・才

・ふ

3.^ - 3. 7 でイ/

平均値

糠嘩偏差

ラノイ

アい

アWぐ

“睥

"歩ア ぎ7イ

X / 7

•X

克イ
平均值

燃半偷茬

ョW・ぎ

・アと

/勿 グ7 7

ヱ/ア

次7

/• k
i
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二の表から爱滿若点、の窗、、ク・・ルー フ°ほどテ・ッア“ス童・刃"畏さ・側 

刃傾嬢十肖の標準痴差カ、•小さくなって、、乃。埒・にテンオス量|ニお、、て平 

ガイ返,標準倫差工そそ刀差カヾ多眞者で•あオ・

ズた整備許点の高いク•ルーアオら切刃カ淅って、、初下乘宾刀例会表 

の下糊|二載、せておいたが・、この例カ、らみて［こめ糖の房!旋快阴らかで、 

あろ。

新・しいテエンを後ったNきに常用のヂエンを伏ったNきのx

当ク修正切釘附间の比カ、ち、整術託点、目江め快否・との阂係Zみてき 

たが、飾牢3快、、之いえるよった:・、筮華は種々の因孑によって左右され 

ながー・こ WXクあげた点カ、ら、燹備状沅エ目讶"哀：否なビ、は能宰に 

彩礬ブる二NがKきゝ、Xゝ、える.

—6 2 —

7 ソーケエ.ンの目立につ［ヽ-く

今、までに述べく来た隆圖力、ら見ても目江5入切ぐあろことカヾ言える 

またチェンソ"・の旅幼は ①エンジンの彼,俄陞釦から鬆も・のん②ナエ 

ンソー自体の剛性かス起ろみのど.③チェンのカッターカ、な起るもうヒが 

乃えうれな。特にベイレイ氏は「极勃ほ•アンバランスな堂堂の往後とX 

ンジンの慎桂,トルクによあ板動勢力に加えて,チェンのカツタ ーかs くめ 

間期的切新一により起る揪物势カによつて発生.すろ 者通の柞朱状靈で、,グ 

エンがよく磨かれていれば,チェンのカッダーからくる族幼は不安足では 

ない しかしなホら 切れ未の惡•し、カッター,或いは凍結Lた木材の场合 

は,そう机念るカ、なり茨,えう 銳,い间歌旳なし周沒りカは.］ペし"一 

5邸・丿.チュンに踌 の魚扌虫么勿、片る結果以もたらす」と述べーく、、 

る 以kのよクな舰点かス見るん 先づソーナエンの目立の呢状が冋題め 

なうことそあろう。そこぐ疚々は冬作果員が現在伏用しているソーグエン 

につ、、く切不会邻・梭写Lぞ火S充伸したものカ、ら例ペすくい角,デッ 

プス璽.厌の我ミ側.从傾园•角公則足したこの场合.現在ではほどんt 

作段貝冬自が・、手によってヤスリ.修卜け以衍なってヾ、るのぐ.ヤスリ却卜けの得 

手木得手会方處、した点,〜応.测定は左側切取,右侧切なな分中 く" ま 

とめたのが、'沸/ダ表ぐあぬ

劄乍柴員につ】、て尺刀Y,左右、0切水ある、、は全很にあ］、て寸個々の測 

夜値につ'、て尺るど備東が犬さ"、。
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〇伽以すくい角

侧私づくい离0勒ミとしてぼ木・邦以”?削すろ所ぐあって,この角反の 

如何によっく切宗,檢劫亿は担当〇彩警カ、•あ々,即ち

久)切从のな先が貌衬ぐない场令、は切未かわ刀い

も)眾先ハ九くなって切味为わ々いヒさは,純］かい切屑カ、•出ろ。

C)逃け角,ヤスリの間：お不揃う场今は挽さ曲リななり,なお切味が 

切る］、

K)寸くい角力、、大さいカヾ,ヤ人リ0商さがほすぎる埸今、はすぐ切味作Q 

るくな多

と>すくゝ、角が爪ヾいが、,ヤスリろ商さ水高すぎあと功火木わうい。

/)同じナエン入ピート0场令、,すくい御ノぐ5のチェンは“ぐうチェン

よりも海要幼カは/3 %商い

*、チェンスピードとすくい尙との间には阕係か'あリ.うく、、角すぐ0 

場合、,チェンスピー rカぐ〃ズ ・ン中とさ忽双に切析玖、険がよくな 

り.纟ぐに比べてフ％・ほど、よ<、 ・

/)寸くい角グぐのYきは材種(,V, 2.)の知何低オ、かいらず,チェン 

欢のE昇とはぼ同じように切旳或餌カヾあ久ろ

i、すくい角が,)、さくなあ七.チェン人ピードとの肉係,持に能率时な 

スピート•ヵ"天められ,すく、、商カ、、大さくなるピナエンスピードと共に 

切町成映があおう(但しデップ入墨が一足の易今)

以上のようXこYが老わ凤くいみ 現哭に戒々の測底,Lとソーチェン 

につゝ.、<見々Y,侧ス号くヽ、青はほ丁度くソーチェンの灯し、,、形或う’& 

のぐは多少©差異:はよみ)が一応標啤Zなって、、るか,Iれお彳られて 

いあものは/本もなカ、った 荻久ぐら47度,瑕,)、ぐ// ノ灰Y作紫貝 

间ぐはノタ及、の屋がある また/本のソーナエンの中ぐそれぞれ"泉準備 

-72-

连を只りビ,景大で勺、叫・淑・て/、M Yなってゝ、る。左もの同一・側 

にあみづく \・、御にお、、<る不桐いがめだつ。また全体时にみても左右は 

不揃一カ、・るこxは果際代オオ以削って行く画華、において〜つの不に方Xる力 

が兵なつ < < あ勿ぐ<刑ノケ図),そ？tだけ撮劫がはげ’しくな因［と水 

孑惣(反切

券19囲 すくい甬化櫛るカのカ向

〇 デップス重

デップスゲ""ジは切从の切削童を調節するものぐあって・株準として 

はク、フ次”別ヒゝ、わKていろ。デップグーセの斬きは.

Q デップスが小くいピ切味が、惠く.瓣泻は細かい。

8、テ、ップスが大さヾと鉛屑は荒ゝ、なおカツ,ーが前滇I<しまゝ、’

銘清么玄す二Xなく空史かりす/ そして力がデップスゲ-ジYカッ 

y -の前嵐・に,、か ,),カッターの底部丫ペーのしールは圖反の為襟 

を引き超す。

〇)デップスが大さ通ざ％か,不梱の埸今,バーの腿紡は大さ、、。

心 左ものデップスカ、’爪梱.のとぎはイ兇さ曲リ以する。•

e)デップス、ゲージの％ は,瓣が旅熟荷で作栄寸ろときにはじあて 

銘屑の火ささがデップスゲージゆ層^になろ。チェンスピ〜ドの敏商 

史及のときは笋居屑はカ、えつく/)ゝヾい。

/)デップスケ、、ーうは压着力Y材の直松によフ<次まリ・卻、、耕を切々 

ときは不利めなる。

以上のよラなこYか、Wわれて七、る’淀哭のソーチェンにつ、、て見"

—7 3 —



全人では液犬び:K. /クm 或,)、<・クJノ诚 となつくいる 摞準偷ゑ 

ーぐは衆大ぐグ.グく 谀爪ぐ"、クタとなっておソ.不揃なはなはだしい 

〇 づ&

な長についてはノ、柄の埸合 バーの根幼カヾ大さくなるY、、われて,、、乃 

如し［、ナエンにあ、い < は孩ぐはある卷反桐ってい防が・. /〜ス回の目立 

く不枷になつく くみ。現養測宠では戒大がノづ心mm・瑕少ー芥タ・彖 

"次、となっくおり,琅入の /ほ,心・ のチェンはほとんど航畐化匝い6 

次羽るカ、・,早く公菽；5 々办なか,景,)、が/NgEぐ,早や/Jゆ 

の差水玄じていろのぐ劣な

〇 M # R

膜紺角バカきについて述べろヒ

Qヤスリ水高いX傾斜角は’大きくなり,滌帛ほ魏、、木は切リ易くなる 

Eオは速く湾'耗して切冰カ・、'悪.く あまた鶏ら俺く押し付けなけれ 

は、切れない

疚)M 斜貝部以つげqナエン次切り口カ、兴飛:な版しく,恩ラよう 

区切り坠め・い。この场令,チェンは通建になり,瓣农残く押いすけ 

な件义.ば、切れない

Cヽ"スリか'低いと傾斜均は,］べく尖った取となり緒ボ踊ったり,喰 

い土んfz '),弓し［払った.リすろ

傾科伺は今.まぐ・の箱又よリは枷っくいるカぐある

ソ-チ・、ノ ら請冗は能率にる旅幼にゆ究い岡係力ヾあリ で夂らのる丹 

かt Aそ,お、互に阙係しあっており,なおカ、つナユンの張りぐ切削府〇 

工,ンワン回転软な!め・袂妙な阕係亿劣る©ぐ,我々は測足崎に詞査I 

た能率,チェンの殺リヾ撅幼その囲係について歓計怨理,勺啊なったが, 

:坎らにつ、、<述べるなお負料は附表Yしてつけた

一 7 4 —

1 ヌう諸えについぐ

ソーナエンの目立,については.悟茱員かそれ<n目立鬆ばよらずほY人 

こか手〔・ヤス’/却"ナ・している。これ芥ため化荊成うよラに不加となるが, 

作衆頁としては能率么あげわたあほは,«れだ片れな自が初先しな芥ん目 

立ちしているこyぐみわク しかし,冬語えの働さなyが十分/こ把握ズれ 

<。ない点.自と派IIな、)がめぐガ').こ」4が•現,美う翳とIくあうわれた 

七のである,このよラな刀の笑媒如山,Rうでえについてての冏建.么見う 

とオ次ク囲のごとくくづ>る刀、、•これ么統M・您理、IてみうY次のような招闲 

液か火未る

W 20表 切刀諸兄の相阕

切刀滴丸 すくい角 刀う衣さ テ、ップス童・ 傾料角

づくい问 、、 ^ 久/公ス 久£>■・牛 "、

刀の孜さ 一々 ZR7 -S ^7^8-

ヂッ7 AM -以队时

成弘ら見くふ指え闾には岡係はな M うぐ、ふみ。但し・印の表ヾとデッ 

プス童,傾料再の间には飛険率/。％｛貝の相罔がルられお

づなわな,スがも、くな贝ば’デップス堂・は大さく,頫斜食ば大さくなろ 

kいうことがいえるが,総イ本的はみるyな諸え间の關係については会リ気 

以伏って目丈していなとは考えう;Kない

ソーチェンXしての諸えの罔連がない状況で、 あれば,その揃っている狀 

沉はどのよ泊〔なってい刀う、以谷毙え測足値の棵準備差ぐ見ろ乂次W表 

のごとくで、あカ。

-7 5 —
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券2丨亲 切刃箝えら標準偷差间の相岡

諸 え づく'、目バ 叩の辰ヾの5 テッハ新S ㈣膏のS

夕くい甫の5
*

Q 33%
XX-

以ピWZ • - /、/农7

刃の•&さう5 ノ・ Wu ー〇•27/

テッブ人鱼つS 以/厲占

恨料角のS

刀の衣ミがよく揃っていちし ゆくい角もデップス璽七よく斓っている 

ィ艮同が強い また すく］、街が尚ってし、るレデップス童も揃って［、る順,旬 

か簿い K刃讀丸の间では网連.は見当らず,なおカ、つ塞準俺カ、らは散れて 

いなか•諸丸.のうち佩料商る徐いたもののうち一つぐ6揃っていわのは他 

諸む揃っていち・順同力くあるといえろしカ、L,この斯つくいわという二と 

も海、忍に言えば輝冋かあるが•不・揃の作粢貝が多、・、なカ、でも訶リカ帯「って 

いる力では,Y ［、う但し者きがつくおのぐあろ

2 すの泊元Y能率について

刀の因子が能・率に及ぼすニYは廻像出采方こいぐ、•この阙係、について車 

巨/怖分析々行なつ・ぐ見た その舘采ではそ姓それ国孑の相阂係救はオスス 

米のごとくで、ある

辞22未 刃の弱え,¥能率セ丹相阕

-77 —

因 手 づ く、、国の5 刀辰の君 ヂ•ガ恳の牝 嵌ば牛角の 3 能 4

す く," 夕•/つjノ " "/ケグ 蜀や 一久。对7

习 の我さ
■
-SW77 y 7冷 勿/V?んp

テ ップス璽 舛7 -〃./［パ
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これから堂栢国係・既を束あろ'/ K = /Q々で相肉のないn、こが

明ら力、となった,なお目茄保教のぞ検久にお、、て&,

寸b = 久3Z ノ y 

tc = れ泌S

尤』 ="我/才名

"=< ZS—7

匕なり,何ス％で検定絡采で•も焦恵となった。即ち能率は切対語元Yは囲 

係がないと、、う計算結釆となった。なお一次回帰で钓相閃及ひ・回帰係砍谷 

兼竟、と(、える

以上の計算に伏用した貝料に改針梁樹もな呆樹も混ぐつ < ゝ、い く、',両 

眉を分け負料数の呀し、針系樹に限スし < みた また前貝の結采么汚慮いく 

刀請えの"iに対する阙係が諸スより相閑カ、’高いのぐ,諳丸の標筆備差ピ 

絶率ヒの闵係る見グ［とにした

行謁えの標準俪差,V能率めの相阕についくみなと牙スづ表Yなる

夢2 3義 列語えの撩準備差<辛)X能率ヒ0闵係.

因 手 すく、、角のS 习辰うS

^ . - ______

デンフス堂バ 4段牛角のS 能 奉

づくい角のS 久s迎k ク.次/J/ "."久? つ、つ・ノ〇

万衣のS
疑

破メスス"

* *

一久 3 a：3
共

久 Z80 /

デップス堇のS -"0パ/
共 

ク、ス・/ 7

模斜角傾,5 . -久/8。ノ

腿,デッノス篁の掘っているものは耗辱とる招閃がある。しカ、I璽掴 

阕係飒においてはK =久3万uzぐ媒蕙ゝヒなった でこて•祀やZ相戻!のな 

い一タくい角およびイ烫斜角の勇次削除して再豺翼したが,重相阕係教におい 

ではた=久W/Nぐ削除碗よりほくなってゝ、防。回帰係次においくも無
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葱となった

3能率•回転数匕眼飴亿つい(

チェンソーの振幼については八ンKルフレームの握？丿丘くる上下カ向Y 

直角力向Yの二方向も手持:!辰舫計 <"剔足した チェンソーがその樹遂上, 

ピ久トンの律很匣幼が：上下力同のもの乂水乎力向の•ものkかあリ・我々け 

測定絡釆力、ら見るyフレー厶上の派幼はピストンの力同によって族幼が異 

なるのぐ,振功と諸元Yの閃係を求めるに当っで同一力何のピストンのナ 

エンソーによろ黄料にまとめた 供用した覚料はピ入!、ンお水平カ向区尊 

幼するナエンソS こKぐあ八は振幼は上下カ向上リ％水平カ何の 

ものカ、値カく多くなって虹くくな また手持ち撿鮪計IIよる値はチムンソー 

の板勁ぐるその主Yなみるのぐ,核劫救の商、、浒は測足不能であり,主に 

エンジンの回転J1よち派勁があらわ？し(いわ そ％点狷鉗振幼計ぐ测灾し 

た詰采の周波教分折刀、ら見頌 エンンン0回飯救に近い折0値とー钦很 

い,こ匕が明らかでるう

目の諸え.巳の岡係につ、、では,先う上下段び水平の旅物水興ななう<, 

作柴カ法との罔連^、らみ«スパイフ勺伙用した埸今Y歟、、场兮、との切ビ 

>ぐあろうカ、以分折した。たX.ンシンう回版談に泣A、周沢凱う旅物がゑ 

/こ測庇Fれたのぐ,エンジンの回転散との囲保あ併せて分祖次した。そ© 

結栗は.

(イ)スパイフ俠用。场今

スノ Mイ7伉用め辭2能率とエ・ンジン回抵敬(丫, 一心 ピ上下楊功 

く・>どの桐周係数、以用五Y片スび表Yな.。
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多n茅、炒y能・率・每软制匕の閃保、

团 争 純 车 丫、P 加 牙»

能 率
X*

ー" 8 & ー以 J / Q*

丫 ・ F m
■

/. /ス7汶

匕なり能宰はエンバンの回簌双X上,手依幼とに夜!係求あわ"回坂炊は 

”夜幼め付余り岡係力、・ない.これう0堑招闵係敢幺舞出寸うビR237烏 

で為恣匕なったが,巨帰侪魂の下な:定にお】、ては龍率Yはタぐ％ <•« 

となったが.回软Kぐは媒忍ヒなったなお與第値,の回転教会除く、(再 

針・算す々と,能率と上下旅象zの单彩岡么求めろy尸=-ク上?ズフとなリ・ 

クぐ%で•有葱となリ:す検"、匕お、、ても讣”am となり•m 

も彳顷ぐ布懲<％り ^

ロ)入パイ;7空供.用しな、、埸今

スノぐイ7E佚用しない场&白拘岡について見み匕才次ぐ表Yなろ 

f 25表 Mf?V能率•回扱取めの冏徐

因 手 能 卒 r. p. n 牙・

能 尊 以クメ』7

¥

一 ・. 33 87

/ • P M
キ 

ーノ,貝88g

ス技イア・依,用しないy楸効x筮卑及びエンラン回坂双とか•罔係寸ろ 

箭と異なソ能率と回転双匕の廁係ははYんビなくなってきた こzしら0
み °

鱼招罔係炊R =ク.と/ハ Xなりqい/。ぐ响恵ヒなった。回帰係、救に 

おいては机=2、/ 7«.土c = R・W3 X.なリ能宰・は响噫；となったが・, 

回抵次に対Iては前祠様に戰懲、ぐあった

上下狼幼に対I くは能孝• Yは閥係あ时’エンリンの回転故との岡係 

は象り認、あられない なわ、スパイZの仅用り构我何れも同じイ暧初スある 

-3〇 —

のぐ,両東料う菱かなゝ、グ、冬至均値の差・ゆ撿足イ行なって見たが:・差が 

ない］ビか明らかとなった。即ち瞄］Y髭梨ヒ-0閃你は野ら”、にあり.

なおカ、つスノ、！イフの供用の有素、には困係なく.同じ傾同なあわこzカ、眼 

らかとなった

4万0諸えめ娠効

刃の諸えア檢幼匕の岡係につ'、てみ々は.Nの謁孔も公・ぐの隆庖ぐは 

樣準備差な何』、と冈係あり,帳勃との岡係では刃引搠.不彌灰影者寸ろこ 

Y水大ぐあろうし,また前述・のこ、Y くスパイj/有熙には差がない。ぐ,全 

員料・で邙って検計する振勧につ、、ては上下Y莉後カ向の二つに分けた 

1)上下方向派功 ^

刀の箱元の標準偏差.(s ) N X下方向の後切ヒの罔係る見勿ヒ片

梁Yなお

W 2 6表 刀諸元の棵潭一備差匕旅功kの藩係

因 孑 すく'、角の S 刃の孜«のS テッフ初りS 噸?桐のS 旅功Q)

すくゝ、角のS
•MX

ノ以席&£ /,スパ/ 一” / W3 3 3077

刃の我』のS グん？ス" 一有8白3
1

ー以 /W3& !

デッフス量。 5 一"' 4 0/ パ i

傾斜角のS
入i 

ク彩以!

表カ、ち貝.て核幼Y招阕のあるるのはすくい离•俠针Rの標準備左が 

夕S %の水準でぞ典、tなつで、、、る。全イ本丹車.相阕依敬冬見クX,冗= 

q / "・でタ< % の水準ぐ兩魚めなったが,回帰係数^ t・檢足"ーあい 

ては寸く、、角な=K, w£* Aび傾科角 を=N"无5ぎ・で、 有急Yなっ 

たか、’刃の辰さ.デップス・はそれそれ魚惠、Yなった。二:Kらを削除して
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再針畀・するX.奎格岡徐故た="ん〃ど"となり9ヌ％の水理ぐ有您Y 

なり•なあオ決您において&倾斜・角はだめと信扱限界カヾ上昇した

上下力司0极釣K対しては,5 <い角及び傾斜•角の不揃公影響すあこ 

と公紀れ秒

2)永平力向の派幼

のと同じく,刃諸丸の棟年<差Y水平カ向の旅師なめオ目佝以用”Y

北或7表のこ・ くである

芽27濠 刀莞元の探準備差<あピ獗幼Yの庆!蘇

因 手 寸<ゝ、角のS 対喺"S デッブス•吏のS 像斜角。 S 械gカく・)

寸く、、御今S 〃我つ// "M フ« —/、ノ & 0 ん
«

久/フ迎

刃の底さのS ,¢73久 ノ・ 0フ〇/ り./7 2

デッフス聖のS クパ'3 -ノ、/辰77

傾斜・街のS -/. Zz?/?

この埸今では刃の衣ぐとデップス,蔓と会相囲力・、•あるのみぐ,他〇因孑 

同には抱痢が、 見A、出：以な、、お,ーあ堕桐因係炊及び回帰係歇な算よし 

てみる匕 R = ノ 3、伝 ぐ然葱.であろ,を=/眾&N, た=/'タ次ズ/ 

尢ん= /、"ノピ,心="7"どとなり.尤c<刃歇、承び尤4 Vデップ 

ス童.)のみがg〇 % wなった 上下板幼の厲賴Aに•は及ぱな、、が’刀孩, 

デップスの不櫛tは岡係があるようノ"

司の不揃に対b <上下振師にはすくい岡及ぴ候料商・水平派功には小 

衣,デップス堇が同係・すそ［ヒが明らかとなった

5 その他の因Wx檢幼

分まぐ〇快用して来た因子は・、に刀の請元ぐあるが,,振師に岡連,のある 
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因孚として機披の里璽・バーの衣ヾ・チュンの箴リ.対象林分直経Wバー 

う辰ヾの閑運,な、3く污スられわのぐある

1)ノヾ一辰X笙重についで

バー反ど車重,及が上下派紡との罔係或表0ご・とくで•あお

臀2 9表

因 争 バー我 M 勃

< 童 "ド我 /, 女/

バ、 ー衰 /,"び/夕

重重レバー我との和閃はあるが,ぞれでれ匕旅釦勺间/1は加岡かな、、。

重招阕係孜る見て0冗="。"Nと魚馬となる

次いで、水平旅幼について兄うyあのこ・くであ々

臂3 0表

因 孑 バー K 城 初

堂 重 Q &38。 ク、 3・一/

ベ、 -我 0. N.8才

何れの因孑くるお阙は認められろ。重招阙保故以鬼るY又=/JN/〃 

そつ¢%ゆ梧賴限界ぐ有意丫なり.回帰係飒んっいくみクし 尢& = 

2¢ / 7密•.tc = "混ん 丫なり.重量のカはオ検足においてドダ％ぐ 

角急ヒなったか',バー衣,のカは無蕙で・ある

機臧0建董は水平振助y相岡が高いこヒが言えう。

2)チュ、ンの伸率 ペー辱はついく

ナエンの族リばついては一応,適正、な預りが為えのれ,その液リカK 

は色々と増玲、ヾれ<、、々な;何れも漢捲Yしたものぐある。

说状について兄々Y 士女/図のこ・ピく く ••ある

一 8 3——



チ20

ン 
今 
殺 
リ10

40 50 60 70 80

切绚有効バー反く5)

穿2丨図 切折有効バ・ー衰Xチェンの殖リヒの阕イ糸

チュ・ンの秋リほつ。て疚々はノ、・一我の中心なスプリンブパラン入ぐ

ノ D " 力で％ってチェン仅引き上げ・,そ0场今0サイKリン7の下端 

Yバー の上蜩とそ舘・会0ってチハ、ノう乗りとした チェンの殺リがベ 

ーう长ぐに足じそ族ら4で'、みが,,平均値Y方えられろ後リろ破綵ぐあ 

らわしたが.この破綠化互い殃リカ送• Iた埸今,作家前後ほおけ切チェ 

ンの伸び駅ないめの(図中のx即)か・乡(・、 以上のような阕係があるの 

て" チェン0伸が&バ•一義ぐ除してナエン0伸び率とした.

バ・一手は対永林徐©平均购高直後,いヾー Yの比.で・あって,’これは現哭 

にほ片 図(作案,カ法についての我る疹県)のこ、V く同一のバー辰ぐ 

もフて対象径・との衣.さカ、’異なっているほ&方える。月/こ桃るカカヾ冥なる 

の・て・振幼に対2•る一つの因丹と考えたのであみ

以»上,のス因子を加えて切スと元0膘準備差と上・下,水平方向の摇劾況 

びその曲の能率について桐回々係幺衣あ力Z片プ/京0ごV くで为る

X印は神びがクう场台、
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芽"米 ふ因手间の胞閃條散

因 孑 すくい徇々S 习のをさゆS テ・シフスg 陽％ S チェン伸び率
. •]

バー革(

寸くゝ、角のS
兴

"必"ん nス/,才 ーを/7匕:ーつ方必
:

一 。、O?// ；

刃の枚さづ5
松

がクO8 ー刀・〇8用
廉

*3/スス グ”3.8

デップス鱼のS O.//38 〇、/83 一イ.イ爵/

傾料育のS • /."必N *. ヨ 曷 ？

チェンのイ申び华 ー 〇./m)ん

ノヾ一専

上5馭釦
必 

-"*// 。.厲3¢ 以///ど *
〇, "N7 以/彖« O/7M

水平派効 一久〇我〇 〇.ク8&3 —以8 〇." 87 -^_?/7/ 〇・/ &

絶 率 /./◎十
*

心内
K*

クメス// 0./W? -〇.り -0.077?

この表力、ら光づ上下撤功々取りあけ、W - zの結釆Y合せて,すく、、角 

の備差,倏料・角の伽关及びチェンの伸び率,パー率Y の車担阕係欢以ポ 

め)方イR =忍7芯« で、有葱となった 日滞係散ので次足低おいては

すくい函の,S な=
X* 

ぐ<5W

傾料角のS 乙= z x~ 我・/丸

チェン勿伸び理 貝= 詞/3\？况

バ ・ー 率 L = /.

となり,ペー卒以水は有葱となった。即ち上下眼勁ぐはすく、、商の」碗、、・ 

傾科・囹の欄い、及びチェンの很りが影響すaという[とぐある。

水平振功について見うV , W ー 乂の結果刀、らデップ久箋の備卷グみ气 

取り上,げ, m とチェンの伸び卒及びバー卓ピの重相阅條坎勺算出すわ 

V 7C = /wぐ信韻/艾は上下板勒には房ばないが,そKぐZ "

%ぐ有意ヒなった。目帰係数〇せ検定Xおいては,

-8 5-



b= 33¢Z 7

チェンの忡び率 t c = Nススフ・

バ、 - 率 下ヨ = /法必°

となり,テ・ップス,窒は簌急で・あうが,チェンの伸び卒は9&%,バー率 

はタク％ の信頼度ぐそKそれ夸怠匕、、えろ,水平瓶幼および上下狼物の 

何れ％チェンの族りか・彩缎LているZいえる

チェンの箴リピ冬依勢Xの単相罔々兄力 ん 上下眼幼ぐは十の捐网・ 

水平派幼て・纹-の捐閃がある これら么図尽す防と片凌N 凌ダ図のご 

Y くで・

チェ、ノ乃伸ひ、専

舅22図 チェンの伸び肆Y上下カ旬の柩勘

-8 6-

平5.0 
方 
何4.0
0M 30
舫2.0

奇) 
1.0

〇
〇 0.1 0.2 0.3 0.4

チェンの忡び・率

f 23図 ナエンの忡び・卓巳水平力向丹；k劉

9.0

8.0

7.0

両図の直搬么同一囲面にして回、廂繰の交叉した点のチェン求り违見る 

X ウ见ぎまめなろ。し夂が曲止な秩リといえよ乙 バーの我ミにたじた 

圖止なチェンの狼リとしては,分度ド図のごX くになる
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舅24図 適正なチェンの液リ

6クエンの林味Y彳辰豹

現地における調賞において一券大さな向題めI<考えられるこ丫は,ソ 

ーナエンの目立,次一ス、の風向になかったこと力財欧勒Y刀在秀元との結び、 付 

きカ、’解明さと匯い緒釆となった。そこで•一つの笑験:として目広米同一にL 

た场今について切れ味の條下Y’心J大の闲係について調咨した。即ち同〜 

のナエンソーで•作条前に日立タ行ない,そのままの択態ぐ作柔員«)み邮代 

<<,ブナ材の切爵rを行ない.切れ丈の俗卜以能率で’あらわしたマの切 

旳中のフし一厶におけろ上下力向の娠幼z水平力向の旅我/t測定した な 

おグエンの箴リは作采前に殮リ,公作亲貝が隐刀史ぐ族りう、えは行なわな 

力、 った

冬作茱貝の行なった貝莉•篁匕つハて表わせばオ3以表のごどくで、,作荣

-8 8 —

32 A 父作笨貝の平均敦荷堂

切断奴 切断面吸 羽而竹间
/风リ 

勿所明同
上下カ向 
撤舫

水平カ向 

脈幼

チ乂ンう琅リ

雨 技

エンジン

回裁叔

M. / 涉 X &ほ厅、3だ
絞/Z 〇 /、ノ］

/
・夕7

新小
/3

ATM

/3

M・ス /•8〇778 '■..' •/ 号フ 我 4 73 刀 ‘3 4 / 〇"

m 3 /ソ /.^/.77 い員 ■3.2 / 人・/〃 /Z8K /_? /« / 土 W

"2. 9N ”/ ノ・2/ ノ、7 ノ U C”
計 7ス 7.8//、33 K"7 ^

平均 -? 9/ /グ38

員の順疗は勿師Iた順@、k冋じ<・ある

切附中の平均態率は作朱貞/ M 3. /の腴從XなっていS しカ、 し 

国’立”ばソ一斗のレの切味はイ火用映仏匕v引〔條卜してくそことは当然Iぐあ 

",欠臉ぐの能率板位が宠つ<、、ることは作栄貝の疚能差と\、えよう。 

このような面カ、ら用,力Y ,月の切れ木より疚能い、うものが能率には稲当 

彩警Iているようぐ劣力。〜カ,ナエンソーは能率のなマ、エンリンの回抵 

教があろとい打れ,身くのものはん/グク回転節後ぐあ刀といわれていな, 

しカ、し,この回転救Z能率Yの閃係や狷奁結果および実験結釆かな用,ろY 

牙疚«図の二Y くぐ,調査結采カ、らぐは罷率ピ回秋教との网係は杷握い［ 

く］、;突験結采から見うY /Vグ・の學栄貝につ'、てみ切と平勾回較炊は％ 

分«必ぐあり.次の版スの作朱貝は平均よ./夕"Yなっているこビ 

から貝.そと,能尊の快七、エンジンの回転'奴yしてはん•/〃"〜ん戏〇の 

匝くにあみ公k思われろ。また抜能X岡連づけるとgj 及び花ノO作 

衆員についてみて気・の付くことは,回扱坎の巾が非帯に玄がつ < いちYい 

う:,めぐある 史た/ケ布の切許中にお、、(&エンジンの回転炊は我化し 

でおリ,この茨化の狀態につ］、でみろY即ス三図となり,平均して・秒・位
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ぐ回,鼠教は度化していろ。龍率の反い人でも靛低・万ク/〜羨髙ス/Q", 

終牛の憲、、人(•・丑依ぐ9 Q 0 ～股髙フ・E 〇となつでおり,特亿変物が氷 

しいことが知れるゆぐああ。このような内暮においくは,目软飒丹茂化ど 

龍率ら低下あるいは眼纫の増大駅考えられあのは当然ぐみろ久 哭験黄弃卜 

について能率な上下力何,水平力向う振初k今岡徐以同とレ拜Ng図とな 

み。この図ガ、ら見グ¥上下派劾/«おいては丸亿豺乳したこ“とく ーの何囲亿 

あり,能率が、悪、くなみめ振,幼・a少なくなってくみ。水平力向の檢幼にお 

いては+の相阂ぐ能卒・が思くなみY撅幼步も大きくなり,なあその指大寸 

う傾何は上下旅功う,湯少/乙比べて源帛亿大きいlヒが、紺れ,み

夷決にお片み切錦時间う◎計は紡アノ分Yなっているカヾ,作業吟间の項. 

ぐ述べたこをく /日の切辦叶间は延/ぎク分以下となし これカ、ら見ても 

/日のうちブ〜な回の目立・少なくなも K目の目立不必要ぐあう>
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弟24囲 エンン・ンの回贩欢Y能车
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VI 公すび、 に代えて

(槻沉およ旖彻見) ■

i詞登の燃旨
林呆の血代化になもない芽く。核板導入お落灸Xなって采た昨分に先い 

て,特に可瓶式機械(の導»は目扩ましく.ナエンソーなビは官氏合せてz 

力合近くも者及したゆぐある

一方,エンジンな主旅幼カとしたこれら携減においてはエンジンの振統 

によるレイノー氏理,泉があらわれ,社公冋題として大さな浪忽以なノ—け 

/日も早 < 二夂らの対・采懲たてろことが望.ま見<いみ囲" に当リ•そのー唳 

Yしてチェンソーの快用考以中心とした人阎エ李的な剥奁站兔水とリあげ、 

スれたのぐあろ

i!顆登機要
1) 調査対家はチェンソ一秋用者ぐ快您旳K上下の甫之地区的に見て上下 

の地,凶とし < 弱查闔所&笑めた

2) これら丹简洱 作恭頁に対して現在イ史用しているチェ・ンソーの整備状 

沉は勿翰のこと,况地ぐ哭糸/こ切游「したセきの作妾能率及ひ、眼功测足以 

行なった

3) 翘査結果よりー邻ぐはみろが翘資ぐ鶴・られなカ、ったチェン 切穴束に 

よう能哗冲振辨の烫化についで 蹄約な調査も併せ行なった。

ii!調査待果につ、、で

1)ナエンソー のイ火用晴间について兇ろし 单酒作采カ、組作業あ如、W共 

同作茉などイ乍呆カ式Yの閃連はおいて要素并衆時间の構・威が異.なり,な
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ち,、つ院闾祝分な・女っく くみ

2) 振域^曝鶴府间の愆旅が戌倒.玉切,炊払0冬妥案に同一配分されて 

おかず,差昊かあカことか•明ち力、ヒなった。また曝露.難曝瘩時间©比 

率については,単花あういは組作衆によっく興なっくく勿

3) 作衆力该についてみあX ,る、要系作条の驼列組立てが•一定し < おらな 

い。このことは・る说漆は央いて人力夜倒当貯の供曾次チムンソーにょ

’る戌倒作呆/［おいてもg (凡て、、なし、ないえよう

4) 対蔘;林分平切物崗直征亿対するナエンソーのべー我あみいは重重とか 

—Xしておらず,繫法な労力0依い力をIで、、み所・力;・歹、、

5) チNンソーの整個点検の状態匕っしく兄あY衣いとは亩え・い また 

权正上下によみ整備状’態の差ほ認め〃れない

6) 軽備状態、は年令の増力0,また毯朕:•年数・の増加ばk 0ない悪くなってい 

ろ

7) 整備漠目についてみカピ,エンジンの作秋?ほ直接罔保のある項目は一 

艘(てよい次•チェンによろ切折に対すあ夷日は悪いといえる

8) 整俺舞点Y髭・率については,整備0披'、らのは一敝に能率ら我い倾冋 

にる歹。こ:Kは軽備か、・目立％含んで、、る点,整備の夜い考は目丸疚術& 

段］、傾伺にある

9) 刀の薨え•すくい角,デップス堂・,傾斜角•刀衰う间/〔何等捐阕々係 

は朿"らルなかった

10) 刃り券えの夷测値そのままづは相阅はな公った加,揃い,不彌筋あら 

わす棵•準柵差においては相阕は尚く,•すくゝ、角.デップス童,刃の取キ 

のア因孑は何以カ、作、揃って、、八ば他の4のも揃って、、々倾向にあカ

II>刀の諸え0実測値そのままぐは能・率め阅依はないようぐある

12)桐,不彌の標岸部差においてはおの取・,チ、、、ノブ入童.の揃っているW

-98 —

のは能聲は艮V、

13) 能辱は匂秘双と上下カ同の旅勧とに閃係力、'あ々

14) スパイクの伙用,崩、依、用の要は,能卒及び溶幼ばっいてはほXんビ認 

あら批なし、

巧)刃の請元の桐・ 不揃Iと振幼には罔侪3ヾあり,上下拒勅/〔おいては・すく 

い甫および傾斜角’水平派動ほおいては习辰,テップス室と罔係が、あち

16)パ:ーの夜さ,チェンソーの里璽ピ眼豹との岡係で、は,上下振勧Kつヽ、 

ては岡係り、、犯めら队ないが：,ノ K平眼劾においては堂堂及びノヾー孩と睬M 

は・わ 特に里重が响囈に舫くヒ\、えろ

17>ナエンの伸びヒバー率については,上下檢勅ぐはチェンの伸び率が, 

水平狼幼についてはチェンの伸び率及びバー率び岡係していみ 何れ& 

チムンの族リが関係してゝ、タことは明らカ、ぐ,伸び尊"スむSが歐飴る 

厅感した場今う適止な殡リY秀えらいな

18)チェンの切れ京が怒くなみY坂幼,特ビ水平力向馭効7 •淹加は大さく. 

上下力向g幼は少なくなみ候向Kある

iV沂 見

1) •今、回の詞查ば感じた:•とは,"ソソーの整鶴.姉に目注刀&否あ派 

釦ほ耐して大さく影増1しく、、乃こヒぐある

2) ぞ。目立代っいてめ現状からみ•<先つ‘刀う謂え幺暁戻値にするよ’丿は・ 

揃えろヒいうこ匕おえづ片/になさ也なければならない向題ぐあちう

3) 対家林分に令、ったグエンソーの重童,およびKー以俠用づるこX 啊に 

バーの辰ミについては作衆力法•作茉勅作なビカ、ス方えく ％必整なL X 

で誘ろ

4) ペーの段でに応じた適正な多エンの殡リは,振劾のみなスず、能聲の画.
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矽,‘彼林亏の旬からB必芽な二匕でるり

5) 分後の探慾ヒしては,作栄カ式/て对す多作衆要系組な刁探準化・即ち 

源準作衆力波の確立とその捕停体笏か必要ピなろう

6) 刀刁殆えと摭功ど今岡係分加月ピ,目立.疚術に対する脂辱蔑摩の確立

7) チェンソーのエンジン回転瓠の保埼(せう霎領Iあろい伐切削効作の塞 

準化

—100 —
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